
東
寺
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収
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滞
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“
　
　
【
要
約
】
　
延
応
以
来
再
興
さ
れ
た
斜
懸
供
僧
供
料
荘
の
年
貢
収
取
体
系
は
建
長
年
間
に
確
立
す
る
。
現
地
の
新
た
な
動
き
に
よ
り
、
そ
れ
は
ま
も
な
く

　
動
揺
も
始
め
る
が
、
む
し
ろ
そ
れ
を
足
場
に
供
僧
の
荘
支
配
は
発
展
し
、
口
数
・
料
荘
も
増
加
し
て
ゆ
く
。
そ
の
小
調
期
は
文
永
弘
安
・
永
仁
正
安
・
正
　
一

鋪
騒
臨
羅
繕
薦
鰯
欝
山
傷
筋
羅
鯵
謎
謎
磯
講
駆
海
難
獺
罐
継
購
謀
黛

　
ゆ
き
・
借
上
山
伏
窺
地
の
国
人
等
が
こ
れ
を
通
じ
て
体
系
内
に
浸
透
し
て
≦
経
応
擾
乱
後
・
文
和
延
文
三
つ
か
ら
現
地
の
条
件
が
歪
の
成
熟
を
…

　
み
る
に
伴
い
、
代
宮
請
負
は
次
第
に
体
制
化
し
、
応
安
・
明
徳
の
鋼
期
を
経
過
し
、
室
町
期
に
入
っ
て
一
応
安
定
す
る
。
供
僧
経
済
か
ら
い
え
ば
一
麺
の
　
㎝

　
停
滞
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
過
程
を
辿
り
っ
つ
、
「
南
北
朝
臨
乱
革
命
説
」
、
守
護
領
国
綱
を
地
域
的
封
建
制
と
み
る
見
方
に
対
す
る
疑
問
を
の
べ
て
み
た
。
～

　
～
こ
ご
～
〉
、
．
一
…
で
一
：
」
一
．
～
愛
監
～
、
く
㌦
一
弓
ご
‘
：
　
、
」
　
一
㌧
．
：
｛
．
．
㌦
一
．
」
．
r
．
♂
：
　
〔
．
‘
ご
　
ー
ー
　
　
　
「
　
」
「
　
　
　
、
〆
　
「
：
　
r
　
；
：
一
　
　
f
　
：
ビ
：
「
、
．
、
．
一
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
ハ

ま
　
え
　
が
　
き

　
戦
前
以
来
、
豊
か
な
個
別
的
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
東
寺
領
荘
園
に
つ
い

で
は
、
そ
れ
を
也
括
的
に
考
え
よ
う
と
す
る
試
み
も
早
く
か
ら
緒
に
つ
い
て

お
り
、
す
で
に
竹
内
理
三
氏
に
よ
る
総
括
が
戦
前
に
な
さ
れ
て
い
る
（
『
寺
領

荘
園
の
研
究
』
）
。

し
か
し
最
近
、
一
方
で
は
教
王
護
国
寺
文
書
の
判
行
に
刺
戟
さ
れ
、
他
方

で
は
こ
の
蒲
で
の
研
究
の
鋒
滞
を
打
ち
破
る
た
め
の
新
た
な
試
み
と
し
て
、

上
島
有
氏
（
「
束
寺
寺
院
経
済
に
関
す
る
一
考
察
」
　
『
園
史
論
集
』
　
一
所
収
）
・
永
原

縣
鳶
一
氏
（
「
荘
園
鱗
解
…
体
過
程
に
お
げ
る
南
北
朝
内
乱
期
の
位
概
」
　
『
経
済
学
研
究
』

六
）
は
、
戦
後
の
個
別
研
究
を
足
場
と
す
る
こ
の
寺
の
荘
園
の
新
た
な
見
取

図
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
巨
視
的
な
見
通
し
は
、
す
で
に
こ
れ
等
の
成
果
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
と
い

え
よ
う
が
、
な
お
す
こ
し
紹
か
く
事
態
の
推
移
を
廻
っ
て
ゆ
く
と
、
多
少
の
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違
っ
た
見
方
も
な
り
た
ち
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
氏
等
の
骨
維
み
へ
の
肉
づ

け
の
意
味
も
ふ
く
め
て
、
最
近
私
も
一
、
二
の
蛇
足
を
こ
れ
に
繍
え
、
考
え

を
申
し
の
べ
る
機
会
を
も
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
こ
で
残
し
て
き

た
面
、
と
く
に
年
貢
収
取
の
側
顧
に
つ
い
て
若
干
の
描
足
を
加
え
て
み
た
く

爆
心
う
（
拙
稿
「
東
寺
供
憎
供
料
荘
の
成
立
と
発
展
」
呪
歴
史
学
研
究
』
二
八
冨
万
、
「
鎌

倉
後
期
に
お
け
る
銀
漏
供
僧
供
料
　
荘
の
拡
∴
人
篇
『
目
本
志
果
研
究
』
六
九
号
を
郷
参
照
い

た
だ
け
れ
ば
掌
で
あ
る
）
．

　
教
王
護
圏
寺
文
書
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
こ
の
面
の
史
料
は
豊
富
に
与
え
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
稿
も
多
く
そ
れ
に
よ
っ
て
い
る
が
、
私
自
身
の
力
不
足
か

ら
、
南
北
朝
・
室
町
期
に
つ
い
て
は
到
底
全
面
的
な
検
討
は
で
き
な
い
の
で
、

従
来
か
ら
考
え
て
き
た
若
狭
国
太
良
荘
を
中
心
に
、
多
少
他
の
諸
荘
を
考
慮

に
入
れ
る
の
み
に
と
と
ま
り
、
す
べ
て
今
後
に
ゆ
だ
ね
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

大
．
方
の
き
び
し
い
御
批
判
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
で
あ
る
。

一
　
料
荘
の
年
貢
収
取
体
系

　
一
一
…
四
〇
年
（
延
応
二
）
一
二
拷
廿
㎝
日
、
菩
提
閑
話
遍
の
願
に
よ
っ
て
始

め
て
澱
か
れ
た
五
口
の
供
僧
に
、
さ
ら
に
十
ロ
を
加
え
、
束
寺
の
諸
堂
で
長

臼
菅
法
が
始
め
ら
れ
た
の
は
一
二
庶
二
年
（
建
長
四
〕
の
こ
と
で
あ
4
た
。

「
後
白
河
法
皇
御
素
意
、
女
院
御
大
願
」
を
北
日
景
に
、
行
遍
の
願
は
笑
を
結
．

び
、
申
世
寺
院
と
し
て
の
東
寺
は
、
こ
こ
に
新
た
な
出
発
点
に
立
っ
た
の
で

あ
る
。

　
も
と
よ
り
そ
れ
は
、
中
世
康
寺
の
寺
院
経
済
、
料
荘
よ
り
の
年
貢
収
取
体

系
の
成
立
で
も
あ
り
、
た
、
す
で
に
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
、
行
遍
の
努
力
に
よ
っ

て
伊
予
園
弓
削
嶋
荘
・
若
狭
圏
太
良
荘
・
安
芸
濁
後
三
条
院
新
勅
旨
田
・
大

和
国
平
野
二
時
が
供
僧
の
供
料
荘
と
さ
れ
て
お
り
、
繭
院
長
臼
大
師
生
身
供

の
供
料
荘
と
し
て
、
備
前
国
鳥
三
論
の
年
貢
十
三
果
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た

が
、
そ
れ
が
一
個
の
体
系
と
し
て
軌
道
に
の
っ
た
の
は
、
や
は
り
こ
の
時
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
、

　
豊
宴
・
盛
宴
の
努
力
に
よ
っ
て
、
幾
多
の
…
問
題
を
か
か
え
て
い
た
に
せ
よ

各
荘
の
整
備
は
あ
る
程
度
一
顧
成
さ
れ
、
　
｝
縫
分
口
別
五
升
の
供
僧
田
供
料
を
中

心
に
、
遣
聖
人
・
公
文
（
幽
妙
三
升
）
、
預
∴
承
仕
・
主
殿
（
当
初
十
人
、
瓢
別

一
升
）
の
供
料
、
　
そ
れ
に
御
影
供
仏
供
・
仏
生
傷
仏
供
等
の
各
種
の
仏
供
を

加
え
、
　
　
部
に
本
家
に
対
す
る
負
担
を
ふ
く
む
一
年
闘
の
供
僧
経
済
は
、
こ

れ
ら
の
諸
荘
よ
り
の
年
貢
紋
入
に
よ
っ
て
円
滑
な
経
営
を
約
束
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　
嘉
初
、
こ
れ
ら
の
費
用
は
、
次
の
よ
う
に
各
蔽
に
配
分
さ
れ
て
い
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
襲
一
）
。

（
註
㌧
　
こ
の
表
は
ご
く
大
ま
か
な
も
の
で
あ
る
が
、
　
　
憾
三
三
に
つ
い
て
若
予
気
が

　
つ
い
た
点
を
記
し
て
お
き
た
い
。

弓
削
嶋
荘
　
　
一
二
五
八
年
（
蕉
慕
二
）
に
沙
弥
了
縁
は
こ
の
嶋
の
年
貢
で
供
料
七
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束寺イ共僧｛焦新荘ζこおける年婁ミ塩（販体1系・の発展と停滞（網野）

衷
一

♂
隠
　
　
　
　
㌔
ミ

ノ
ー
　
　
　
　
「
圭

鰍
多
芸
各
．
勧
，
仏
．
急
変
毎
．
一
覧
…

平
野
殿
荘
．
約
二
十
石

一
月
分

菓松
子茸

壇焦
飯・

餅纂
等・

新
勅
旨
団
　
約
三
十
石

二
月
分

濫玉｛ム孝竣；

婁竃4三1；鉾

li罎舞’奪蛋桑

、
太
良
荘
　
約
百
九
十
石

烈三三

月二

分1

t－ll｛Jk，UVI

、…簿・膠亙

　　御二

等1

講

趨
耀

・
凝
ノ
酬
琴
曲
壮
…
佑
獅
轟
ハ
石

　
　
　
　
…
麦
【
約
二
十
六
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

…
大
俵
塩
約
五
百

一
俵
…
嗣
百
俵

十六
二月

月1
分

揺藻糸i

・予・
歪i、奪・藩｝｝

難

梅擬蝦自
子・桶子
等門・鯛
　苧葛・
　・粉’1†

　簾・癒
　・荒川

1

1

聾鳥

口取

菩荘

十
三
影

身欝
供院
　　長

　　I／／1

　　大

　　B｛i

　　生

　
ケ
ー
3
分
を
講
負
っ
て
い
る
（
東
寺
百
A
口
文
書
ヨ
一
一
十
二
、
郵
信
…
㎜
年
三
月
骨
　
…
…

　
日
、
沙
弥
了
縁
請
」
又
。
　
以
下
百
合
文
書
n
は
分
類
函
記
号
の
み
掲
げ
る
）
。
そ
こ
で

　
「
↑
御
月
参
拾
弐
石
刷
」
と
さ
れ
た
額
は
、
侃
ハ
僧
∵
三
上
人
・
公
文
以
下
の
供
料
月
の

　
す
べ
て
を
含
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
…
方
、
こ
の
荘
の
年
亥
が
十
月
分
の
供
料

　
に
宛
て
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
（
卜
三
一
…
四
五
、
九
月
髄
六
巨
、
沙
弥

、
了
縁
漱
継
仏
）
、
　
ま
た
新
勅
旨
田
の
年
貢
の
｝
部
が
、
木
来
こ
の
一
鴫
の
分
た
る
べ
き

十
二
月
分
の
補
充
に
あ
て
ら
れ
た
事
実
が
知
ら
れ
る
の
で
（
教
王
護
国
寺
文
漕
ハ
以

下
教
護
と
略
す
〕
　
山
ハ
一
二
・
論
ハ
四
悶
万
、
論
又
応
二
　
・
弘
長
…
…
、
新
羅
繍
揺
田
年
諾
鼓
支
配
状
㌧
、

　
六
月
－
十
二
刃
の
七
ケ
月
分
と
い
う
推
定
が
遵
ぎ
、
』
出
せ
る
。
と
す
る
と
こ
の
荘
こ

そ
、
供
僧
供
料
合
馬
最
大
の
年
貢
淫
婦
が
期
待
さ
れ
た
荘
闘
だ
り
た
の
で
あ
り
、

真
行
房
定
宴
の
注
し
た
ご
一
五
三
年
く
建
長
五
）
の
し
又
壷
口
に
は
「
大
漁
天
百
三
十
五

俵
半
、
巾
俵
九
百
六
十
三
俵
渦
動
九
升
し
の
毛
馬
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
（
う
｝
一

1

と
の
ち
に
い
わ
れ
て
い
る
点
か
ら
、

七
口
万
、
・
水
量
六
年
十
「
n
月
、
領
掌
快
庸
火
申
状
案
）
。

太
良
荘
　
＝
㎜
六
難
年
（
文
永
一
　
）
以
降
、
ほ
ぼ
十
年
間
に
口
瑚
供
僧
供
料
と
し

て
笹
分
さ
れ
た
額
の
平
均
を
と
る
と
、
一
年
に
四
石
四
斗
と
な
る
。
も
っ
と
も
、

歓
喜
寿
険
米
が
十
贋
細
め
ら
れ
た
年
・
だ
け
を
え
ら
ん
で
平
均
し
て
み
る
と
五
石
に

な
る
が
、
他
の
諸
荘
と
の
関
係
を
考
え
る
と
、
本
来
は
三
ケ
月
分
の
供
料
が
期
祷

さ
れ
て
い
た
も
の
と
し
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
（
表
二
参
照
）
。
愚
闇
の
教
字
は

ご
…
五
六
年
越
建
長
八
）
の
勧
農
帳
の
年
輪
高
を
考
慮
に
い
れ
た
も
の
で
あ
る
。

鳥
取
荘
　
一一

c
四
三
年
く
寛
元
元
）
に
宣
陽
門
院
に
よ
ウ
て
憲
め
ら
れ
た
（
混
晶
一

三
、
寛
尤
元
年
四
月
十
二
巨
、
宣
陽
門
院
令
旨
）
。
し
か
し
ま
も
な
く
こ
れ
は
、

丹
波
国
野
口
荘
役
と
改
め
ら
れ
た
Q

高
殿
荘
　
表
に
は
あ
げ
な
か
っ
た
が
大
和
圏
の
こ
の
荘
は
「
弓
個
糊
鴫
平
野
殿
御
両

一
二
）
、
五
閤
年
分
の
大
俵
塩
四
百
十
八
俵
が
阻
回
に
わ
け
て
運
上
さ
れ
た

事
実
も
あ
る
（
白
河
本
東
寺
百
超
文
欝
三
〔
以
下
由
河
本
と
略
す
〕
、
建
長

七
年
九
月
十
口
、
公
文
・
代
官
年
二
等
注
進
状
）
。
表
に
掲
げ
た
数
字
は

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
、
田
畠
の
飯
当
に
つ
い
て
も
五
四
年

（
建
長
六
）
の
実
際
の
運
上
高
を
あ
げ
て
お
い
た
。
仏
供
に
つ
い
て
は
、

散
用
状
の
少
な
い
こ
の
荘
の
場
倉
、
実
情
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

新
勅
旨
田
　
　
＝
　
六
〇
・
…
ハ
ヰ
（
文
応
…
兀
・
弘
長
㎜
兀
）
の
両
年
の
年
三
が

二
月
分
の
供
料
に
あ
て
ら
れ
た
こ
と
が
、
散
用
状
か
ら
知
ら
れ
る
（
教
護
、

六
…
二
・
六
四
冒
万
）
。
　
肚
禰
作
さ
れ
た
場
ム
ロ
、
　
昂
ヰ
川
只
は
六
十
石
を
こ
え
る
が
、

こ
こ
で
は
こ
の
こ
ろ
の
実
態
を
と
っ
た
。

平
野
殿
荘
　
火
分
後
年
の
こ
と
で
あ
る
が
「
、
宛
供
料
年
貢
｝
月
寺
用
」

（
ネ
ニ
猟
一
三
一
、
正
応
四
年
二
月
践
、
公
文
大
法
師
真
慶
申
状
）
、
と
い

わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
と
す
る
と
こ
れ
を
一
月
分
と
考
え
る
の
が
適
曇
で

あ
ろ
う
。
ま
た
年
貢
に
つ
い
て
も
「
当
庄
御
年
貢
潟
、
僅
甘
渠
内
外
也
偏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
碧
表
の
よ
う
に
し
て
お
い
た
（
教
護
一
六
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荘
、
聡
被
欄
支
彼
用
途
、
其
足
不
及
之
闘
、
以
私
力
為
仏
聖
科
沙
汰
」
、
寺
叡
執
行

　
　
に
付
し
て
行
遍
が
寄
進
し
た
も
の
で
あ
り
（
ヨ
ニ
ニ
ー
三
六
、
　
〔
文
永
十
年
〕
八

　
　
月
十
二
日
、
聖
宴
書
状
、
・
必
五
一
－
七
〇
、
寛
元
元
年
閏
七
月
卦
七
日
、
円
家
沽

　
　
却
状
）
、
　
の
ち
に
は
八
幡
宮
供
米
に
も
あ
て
ら
れ
て
い
る
（
向
河
本
瓢
七
、
永
仁

　
訟
「
年
十
月
、
沙
汰
人
百
姓
等
串
状
）
。
そ
の
意
味
で
こ
れ
は
供
僧
供
料
荘
の
中
に

　
　
は
入
れ
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
と
欝
接
な
関
連
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
こ
こ
に
　
欝

　
、
つ
け
加
え
て
お
く
。

　
し
か
し
こ
の
体
系
は
定
宴
と
太
良
荘
の
名
主
百
姓
等
と
の
闇
に
結
ば
れ
た

よ
う
な
主
従
関
係
を
藁
底
と
し
、
　
さ
ら
に
定
宴
（
預
所
代
）
・
難
宴
（
預
所
）

か
ら
三
遍
（
領
家
）
に
い
た
る
人
約
関
係
の
つ
み
重
ね
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
り
、
楽
初
供
僧
の
経
済
は
三
遍
に
対
す
る
三
三
を
と
お
し
て

そ
れ
に
頼
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
成
り
立
ち
え
た
の
で
あ
っ
た
（
前

掲
拙
稿
参
照
）
。
そ
こ
に
供
僧
の
特
殊
な
あ
り
方
が
考
え
ら
れ
る
が
、
と
も
あ

れ
こ
こ
で
は
、
行
遍
の
背
後
に
あ
る
仁
和
静
御
室
の
権
威
を
も
含
め
、
い
わ

ゆ
る
「
職
の
重
層
的
体
系
」
口
中
世
荘
園
体
制
が
、
東
寺
に
お
い
て
は
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

こ
の
よ
う
な
形
で
成
立
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
①
東
寺
領
藤
瀬
全
体
か
ら
み
る
と
、
こ
れ
と
は
別
に
丹
波
岡
大
山
荘
・
摂
津
園
鷺

　
　
水
襲
・
寺
辺
水
田
等
の
畏
者
渡
領
に
な
っ
て
い
る
平
安
期
以
来
の
諸
鞍
が
あ
り
、

　
　
そ
れ
自
体
、
　
｝
綱
の
体
系
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
鎌
倉
期
の
動
ぎ
に

　
　
つ
い
て
、
前
掲
の
拙
稿
（
『
島
本
史
研
究
』
六
九
号
）
で
多
少
ふ
れ
た
の
で
、
御

　
　
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
で
あ
る
。

二
　
年
貢
収
入
の
動
揺
と
文
永
・
、
弘
安
期
の
発
展

　
し
か
し
建
長
の
こ
ろ
、
中
世
社
会
は
す
で
に
確
立
期
を
経
て
、
そ
れ
自
身

の
矛
庸
の
発
展
を
内
包
す
る
発
農
期
に
さ
し
か
か
ろ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の

時
期
に
成
立
し
た
こ
の
体
系
が
、
数
年
を
い
で
ず
し
て
早
く
も
、
そ
の
一
角

に
大
ぎ
な
打
難
を
う
け
、
全
齎
的
に
動
揺
し
て
く
る
こ
と
も
、
こ
の
動
き
の

中
で
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
．
，

　
正
嘉
の
三
三
が
、
最
大
の
料
荘
弓
削
嶋
荘
に
与
え
た
打
撃
を
は
じ
め
、
各

荘
に
あ
ら
わ
れ
た
未
進
・
損
亡
が
ど
の
程
度
の
動
揺
を
こ
の
体
系
に
与
え
た

か
は
、
次
の
諸
表
か
ら
大
よ
そ
の
状
況
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
（
表
ニ

ー
表
五
参
照
）
。

　
そ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
波
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
史
料
の
不
備
を
考

慮
に
い
れ
て
も
、
一
二
六
八
i
七
　
年
（
文
永
五
一
八
）
と
七
三
年
（
文
永
十
）

が
、
収
入
の
減
じ
た
時
期
と
し
て
と
ら
え
う
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
嚢
…
に

あ
げ
た
数
字
が
本
来
諸
藤
に
期
待
さ
れ
て
い
た
年
貢
と
し
て
誤
り
な
い
な
ら

ば
、
ほ
と
ん
ど
半
減
、
と
い
っ
て
も
過
吉
で
な
い
ほ
ど
の
状
況
を
こ
の
こ
ろ

に
児
撮
し
う
る
の
で
あ
る
。
劉
に
、
平
野
殿
荘
の
年
貢
が
「
鷹
の
落
食
の
如
扁

き
進
じ
方
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
の
が
七
〇
年
（
文
永
七
）
、
穴
条
殿
修
理
役
が

こ
の
荘
に
課
さ
れ
た
年
が
七
三
年
（
文
永
十
）
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
合
せ

な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
　
さ
ら
に
ま
た
一
二
六
五
年
（
文
永
工
）
以
来
、
　
本
来
野
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黛寺供僧供料荘における年1∬実収取体系の発展と簿滞（網野）

料

表二　弓醐｝鴨荘の損亡・未進

西暦1年齢損 ffl　l火窪塩未進陵未進｝史

爵河本3
な27－28，

と6琴
白河本3

爵河本38

白河本68

臼河本3

と32男

　　コ戴

12．52

11．049

7．928

俵
39

97．2王

128．29

223．12

147

反：歩
2．25e

5，20

建長7

正元元

文永5

文永6

文永10

（建治元）

建治2

1255

1259

1268

1269

1273

〈1275）

1276

｛註〕　建治元年は推定である。

料米1史

教護71

は8

教護80

は35

二三　太良荘の内検1璽録に現われた損窃

西暦1年辱i憲
　　　　　　曇

米噸モ醸義

43．14885

4Z531

67．187

48．02316

107．72715

1e3．314

83．626

102．7S984

　　tti－

150．876

150，845

150．813

15e．812

文永3

文永7

文永10

建治2

1266

1270

1273

1276

9

口
荘
役
で
あ
っ
た
潤
院
長
霞
生
身
供
も
、
供
料
荘
（
当
颪
は
平
野
殿
町
）
の
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

貢
で
勤
め
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
に
こ
そ
、
戯
具
の
晩
年
以
来
、
菩
提
院
乃
至
そ
れ
に
つ

な
が
る
人
々
（
壁
宴
・
定
宴
）
と
供
僧
と
の
関
係
を
も
つ
れ
さ
せ
た
直
接
の

物
質
酌
背
景
が
あ
っ
た
（
前
掲
『
歴
史
学
研
究
隔
二
八
一
界
拙
稿
参
照
）
。

　
し
か
し
＝
照
、
低
落
の
あ
と
に

く
る
上
昇
の
波
に
も
注
音
鋤
を
向
け

る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
時

期
の
洪
僧
が
、
動
揺
の
鼓
に
の
り

つ
づ
、
む
し
ろ
そ
の
立
場
を
強
化

し
て
い
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
面
か

ら
も
明
ら
か
に
下
し
て
い
る
。

　
当
蒲
、
表
に
は
明
ら
か
で
な
い

が
そ
の
第
一
の
波
は
、
正
嘉
の
飢

饅
の
あ
と
を
う
け
た
文
応
の
こ
ろ

に
求
め
う
る
で
あ
ろ
う
。
｝
二
六

〇
年
（
文
応
元
）
、
法
橋
定
W
惜
が
帰

酎
嶋
荘
を
百
四
十
貫
の
契
約
で
諸

負
い
、
五
幸
貫
を
二
進
し
て
い
る

こ
と
に
そ
の
呈
上
が
あ
り
（
フ
四

｝
一
五
三
、
文
応
元
年
七
週
十
一
霞
、
供

　
　
　
　
　
　
　
　
勢

贈
下
文
案
、
並
び
に
と
八
・
九
参
照
）
v

こ
の
年
に
一
口
の
供
僧
が
「
加
補
さ

れ
た
の
は
、
恐
ら
く
こ
の
よ
う
な

事
憐
…
を
背
景
に
し
て
の
こ
と
と
雛

料溝領．成 1押
暑

表四　新勅旨田の馬上帳に現われた損田・不作

暦｝年軽愚”巨頗．．田｝不　二河

1－60

1一一60

1－180

1－60

　　3eo

1－240

とIG

と36

白38

と71

と74

と9i

3一ユ20

5－0

　　　18e9－120

11－15e

1－0

5ユー240

8－llO

1－120

4－320

　　　330

76－260

54－210

（60－200）

98－240

70－14e

69－28e

反　　歩
69－leO
3アーーユ50

72－290

47－0

62－8e

64－140

弘長3

泓安2

弘安10

永仁2

永仁4

証安2

1263

1279

1287

1294

1296

1300

〔駐〕　総計は148反60歩。史料の誤りと思われる点，

　　1登定した計算｛こなっている。
不明な点もあるが，一難得磁を規準にして

ユ13　　（445）



表五　｛焦料荘の勾三賞玉恨取状況（鎌禽期　 その一…ウ

暦

126D

1261

1264

1265

1266

1267

1268

1269

1270

1271

1272

1273

1274

1275

1276

1277

1278

1279

1280

1281

1282

1283

1284

12S6

12S7

1288

12S9

　’

1290

1291

1292

1293

〔謎〕

．年

号

1
1
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
一
工
2
3
1
2
3
4
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
エ

芯
長
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
治
治
治
安
安
安
安
安

文
弘
文
豪
文
文
文
四
文
文
駄
文
文
建
剛
建
山
岨
弘
弘
報

弘安6

弘安7

弘安9

弘安10

i．E応11

．1：：1三1亡；2

太

蚕1i堕！迷

　　　良　　　荘

前年綱．麟諦鰍潭…　
1新勅旨田

玉2．833

75．4633

86．7755

104．66

86．44475

88．6954
［3eoo］

93．337

128．069

樋、．Al．・・三籔困縷考証1 A十B

工i再応3

3二三｝志4

永仁1

59．575

128．4637

108．1473

1G6．896

122．39．

99．418

137．2673
［3600）

27．224
　　　　　1
53．874

72．5285

101．5404
C4702）

111．e271
（442i）　t

　　　　　i
6〈し4065　1

　　　　　E
　　　　　l

C8350）

69．S725
（1500）

7．6998

6．3767
（300e）

ll．246

5．127

20．201

0
8
4

嫡
　
　
ぐ
　
　
0

7
6
n
◎lo．e

7．0

8．0

10．0

5．」r

le．0

10．0

8．0

10．0

s．e

2e．268
　　　　　　10．e
（3600］

53．874

3．93rJs

28．171

（4702）

（835Q］

7．6998

8．0711　i　8．0711

8．0

1o．O

5．0

9．正

6．0

s．e

5．0

｛1250）

4．0

6．0

e．69

3．7

4．2

5．13

4．6

3．88

4．803

5．4

2．275

　
5
　
5
ρ
0
4
6

5
4
3
5．315

4．535

5．566
（12）

3．02

4．054

3．13

　　　1
4．45

CllO）

2．75

29．34

27．256

30．68

30．2

20．25

16．462

13．94

2G．0

25．816

21．4176

2g．0

23．9392

32．e

26，415

30．376

’　29．123

　C3130）

　23．56

1
　ユ4．IG7

18．4816

19．6416

30．0

34．S17
［3900］

［8700］

22．012

2．11

1．86

ユ．84

2ユ

1．45

117

O．95

O．93

ユ．53

L3
C80）

1．28

1．54

2ユ05

1．595

（！50］

1．885

1．746

（124）

1．519

O．92

Lユ9

1．2

（160）

1．835
（385］

（350）

1．465

5．54

6．3

5．77

4．83

5．733

6．93

3．575
（80］

6．88

5．995

5．705

6．91
（15b）

4．905

i　5．8

　（124］

　4．649

5．37
〔1王。〕

3．94

弓肖鵬荘

羅撫．』．

　（俵）

2ee．6

230’0

230．e

260．0

玉71．0

45．0

221．0

王90．0

201．0

　太良荘の」：E米は，史料の都倉上，その年に納められた正米を禽計した。他の項巨1は，後年

眺められたものを加え，その年分の数字であ多。なお「前年未進」は，｝iil々年のものを含む。

〔〕内は銭，単位は文である。
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寮寺供／餅蛛ll謬liに部．愛嶺年：：貢収｝i気魯系の発展と歪轄捧（網鰻）

　一一一　　　餐Ij二　　　，よ　　　　を　　　　イ登？

　応口・つし．は
　そ荘てて’
　れの勤つ・平
　を返めい野
　詐．付らに殿
　さを才．し．進荘

　れ請て漫に
　たいい谷対　　、　た　’ま　す　の
　ちぞし、1洒らる
itl畿皇宮．
　な四ドiた殿
　お年生の修
　　（身で理
蘂1嫁1
下’と・諜fftr　　．if［1　　　し．．、　　＝ノノ　　　～．こ

一「1．iてこ．反
　と一．1．1．＝、の｛謎

灘
さ
れ
る
レ

　
第
二
の
波
は
、
六
八
　
七
｛
年
・
の
低
落
の
あ
と
、
　
七
二
年
目
文
・
い
爪
九
）
に

あ
ら
わ
れ
る
（
表
澱
参
照
）
、
　
調
て
れ
ば
叢
叢
的
に
は
、
こ
の
年
か
ら
定
虐
賛
に
よ

っ
て
刷
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
太
良
荘
の
米
五
、
石
・
遠
大
…
黒
一
石
一
斗
の

増
加
に
、
一
つ
の
理
．
出
が
求
め
．
ら
れ
る
、
こ
の
収
穫
が
、
供
僧
二
“
の
新
練

と
と
も
に
、
一
段
と
そ
の
立
場
を
強
化
し
た
供
僧
に
鰐
し
て
、
息
女
の
頚
所

補
任
の
代
償
と
し
て
定
器
分
送
っ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
現
に
預
勝
．
で
あ
．
つ
た
塁
宴
の
立
場
を
せ
ば
め
．
、
本

来
の
収
取
体
系
を
支
え
る
人
的
関
係
を
悪
化
さ
せ
る
結
果
を
も
た
ら
す
処
置

で
あ
．
ウ
た
が
、
供
僧
は
そ
れ
を
意
に
介
し
て
い
な
い
の
で
あ
・
る
。
年
貢
の
増

撫
が
こ
の
よ
う
な
前
段
で
行
わ
れ
て
い
る
点
、
箆
落
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
し

か
し
伺
様
の
動
き
の
中
で
、
こ
の
荘
の
古
未
進
△
時
安
古
未
進
等
）
も
口
取
さ

れ
・
こ
の
潔
を
支
え
た
の
で
あ
〃
％

　
そ
し
て
第
擁
の
、
蝿
期
的
な
波
は
、
七
山
年
の
急
激
な
低
落
の
あ
と
に
や

つ
’
曳
く
ゾ
9
9

　
こ
の
年
供
描
旧
母
一
、
訟
－
野
殿
荘
戸
N
対
ふ
弓
一
〇
山
隠
条
殿
修
輔
理
脚
織
役
の
嚇
唱
雌
陣
に
反
㎞
冠

し
て
、
聖
血
を
し
て
つ
い
に
進
漫
谷
ま
ら
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
．
方
こ
の

こ
ろ
同
荘
に
・
，
仏
っ
て
勤
め
ら
れ
て
い
た
洒
院
長
撲
生
身
供
の
料
荘
と
し
て
、

あ
、
ら
た
め
．
て
野
口
荘
の
返
付
を
請
い
、
翌
七
四
年
（
文
㌔
本
能
ご
、
亀
山
上

ぬ
黒
に
よ
っ
て
…
応
ヴ
て
れ
を
詐
さ
れ
た
の
す
！
も
、
な
お
「
雑
難
Ψ
不
．
下
行
」
と

歎
い
て
執
拗
に
訴
え
、
　
一
二
七
六
年
（
建
治
二
）
に
つ
い
に
そ
の
意
図
を
貫

い
て
い
鞠
（
白
河
二
六
置
、
〔
文
永
十
年
亡
十
一
月
十
H
、
法
印
某
澄
恥
状
・
リ
一
七
、

文
永
十
　
年
黒
月
髄
九
日
、
亀
山
上
皇
院
宣
案
・
わ
七
i
九
、
建
治
元
年
八
月
ナ
八
尺
、

見
住
供
僧
等
申
状
案
∴
飯
一
一
…
㎜
｝
、
律
｛
治
二
年
十
一
月
什
九
日
院
官
．
等
参
照
）
、
　
同
じ

こ
ろ
、
供
僧
が
、
年
貢
未
進
の
．
原
因
を
菩
提
院
の
補
隔
仕
に
よ
る
預
物
の
羅
怠

に
帰
し
、
激
し
い
追
究
の
の
ち
、
す
べ
て
の
料
荘
に
お
い
て
、
脳
弓
を
事
実

t
そ
の
手
中
に
収
め
た
こ
と
は
、
胴
に
の
べ
た
（
前
掲
拙
稿
）
．
．

　
文
・
水
輪
か
ら
建
治
に
か
け
．
て
催
認
で
き
る
第
三
の
火
．
き
な
上
目
升
の
波
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
動
き
の
成
呆
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
余
波
は
弘
安

　
　
　
　
　
　
停

の
初
年
ま
で
及
ん
で
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
、
ろ
う
（
表
五
参
照
）
。
恐
ら
く
蕉

嘉
の
飢
静
以
後
、
最
穴
の
供
料
収
入
が
そ
こ
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
し
て
誤
り

あ
る
ま
い
、
太
良
荘
・
新
勅
旨
田
の
口
別
供
僧
供
料
は
、
十
．
八
P
に
増
え
た

こ
の
時
期
、
六
石
か
ら
七
石
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
（
底
流
「
A
＋
B
」
の

．
槙
参
照
）
、
そ
れ
は
十
五
口
の
当
時
、
こ
の
両
荘
に
期
待
さ
れ
て
い
た
臼
刷
供

料
六
、
石
を
上
ま
わ
る
額
だ
っ
た
の
で
あ
る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
た
だ
、
こ
れ
も
供
僧
の
き
び
し
い
追
究
に
よ
っ
て
か
な
り
圓
復
さ
れ
た
と

は
い
え
、
最
火
の
語
頭
弓
覇
嶋
よ
り
の
年
貢
が
二
百
五
十
俵
程
度
に
と
ど
ま

ッ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
本
来
の
叡
取
休
系
が
回
復
さ
れ
た
と
は
い

え
ず
、
供
料
は
な
お
不
足
．
か
ち
．
の
事
態
を
ま
齢
か
れ
た
と
は
い
え
ぬ
．
し
か

し
供
僧
は
、
新
た
な
供
料
荘
を
要
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
突
破
し

ヒ
ナ
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よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
と
三
〇
、
建
治
元
年
七
月
廿
八
臼
、
供
僧
等
連
諮

爾
状
案
）
。
す
ぐ
に
実
現
さ
れ
ぱ
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
今
後
の
供
僧
の
努

力
の
方
向
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
こ
の
時
期
、
未
進
・
損
亡
に
よ
る
年
貢
の
滅
少
は
、
身
繕
に
と

っ
て
む
し
ろ
新
た
な
飛
躍
の
た
め
の
跳
躍
台
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
未
進
・
損
亡
が
、
単
純
な
天
災
の
み
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
新
た
な
生

産
力
の
発
達
・
社
会
的
分
業
の
発
展
に
と
も
な
う
現
地
の
人
々
の
様
々
な
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

き
に
よ
っ
て
生
じ
て
き
た
こ
と
も
、
一
方
で
明
ら
か
に
確
認
で
き
る
。
と
す

る
と
、
こ
の
時
期
の
荘
園
支
配
者
は
、
そ
の
動
き
に
順
応
し
、
そ
の
支
「
配
を

発
展
さ
せ
う
る
ほ
ど
の
弾
力
挫
を
備
え
て
い
た
こ
と
も
ま
た
確
認
さ
れ
ね
ば

な
ら
ね
。

　
た
だ
そ
れ
が
、
本
来
の
「
職
の
体
系
」
の
中
で
、
多
少
と
も
「
蔑
舶
」
さ

れ
る
よ
う
な
地
紘
に
あ
っ
た
供
僧
に
し
て
、
は
じ
め
て
な
し
え
た
こ
と
で
あ

っ
た
点
、
す
で
に
こ
の
時
期
の
収
、
取
体
系
が
本
来
の
そ
れ
と
違
っ
た
質
を
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
さ
き
に
も
多
少
ふ
れ
た
通
り
、
随

所
に
そ
の
姿
を
現
わ
し
て
い
る
。

　
年
貢
収
取
に
そ
く
し
て
い
え
ば
、
未
進
米
が
翌
年
春
に
銭
納
さ
れ
る
こ
と

が
次
第
に
慣
例
に
な
る
の
は
こ
の
こ
ろ
で
あ
弓
（
表
五
参
照
）
、
　
ご
刀
太
良
薯

で
兵
士
米
が
ご
…
八
…
年
（
弘
安
賄
）
か
ら
、
新
勅
旨
鮒
で
淀
関
米
が
八
○

　
　
年
（
弘
安
三
〉
か
ら
、
い
ず
れ
も
以
後
毎
年
ひ
か
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ

れ
よ
う
。
そ
れ
は
現
地
の
市
場
、
流
通
機
構
が
徐
々
に
そ
だ
ち
つ
つ
あ
る
こ

と
を
示
す
と
と
も
に
、
逆
に
穿
く
も
そ
れ
に
寄
生
す
る
動
き
が
麟
支
配
者
の

側
か
ら
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
物
語
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
動
き
に
伴
い
、
本
来
の
収
取
体
系
を
支
え
た
人
的
関
係
も
ま

た
、
そ
の
根
底
か
ら
動
揺
し
、
異
質
な
も
の
を
掬
え
て
く
る
。
損
年
ご
と
に

行
わ
れ
る
内
検
が
「
勧
農
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
百
姓
の
集
団
と
預
所
の

関
係
の
変
化
（
太
良
荘
の
例
。
拙
稿
「
十
三
世
紀
後
半
の
転
換
期
を
め
ぐ
っ
て
」
『
歴

史
学
研
究
臨
二
六
九
号
参
照
）
、
先
進
年
貢
の
多
寡
が
決
定
的
要
凶
に
な
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

な
預
所
と
供
僧
の
関
係
（
場
削
嶋
の
傍
。
へ
六
参
照
）
、
そ
し
て
し
ば
し
ば
の
べ

た
供
僧
と
薪
飾
職
と
の
闘
に
生
れ
た
不
信
と
対
立
等
々
。
物
質
的
な
利
害
が
、

幽
，
べ
て
片
鴇
優
先
誕
こ
れ
凶
の
よ
・
り
な
関
係
が
、
　
旧
い
総
憧
概
シ
｝
道
理
に
鱈
和
削
ほ
れ
み
ん
閏
囚

係
の
中
に
浸
透
し
て
く
る
。
文
永
来
か
ら
弘
安
初
の
鋼
期
は
、
そ
の
よ
う
な

一
面
か
ら
も
と
ら
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
①
　
そ
れ
は
行
遍
の
没
後
、
了
遍
の
時
に
と
ら
れ
た
処
麗
で
あ
り
、
了
遍
に
対
す
る

　
　
供
僧
の
不
満
は
、
こ
の
よ
う
な
点
に
も
そ
の
一
つ
の
根
拠
を
見
出
し
う
る
で
あ
ろ

　
　
・
り
（
ゐ
四
一
一
煮
一
、
　
文
永
ニ
レ
ヰ
七
構
月
九
目
、
院
点
旦
案
・
ヨ
ニ
ニ
ー
一
二
六
、
　
」
又
、
氷

　
　
十
年
八
月
十
一
…
雛
、
型
宴
潜
状
案
参
照
）
。

　
②
　
こ
れ
が
供
僧
の
下
文
に
よ
っ
て
契
約
さ
れ
て
い
る
点
、
こ
の
時
期
の
供
憎
の
独

　
　
臼
な
動
き
の
一
端
が
窺
わ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
三
宮
の
契
約
に
つ
い
て

　
　
は
別
に
、
「
正
嘉
年
中
」
の
こ
と
で
、
一
｝
蔚
六
十
貫
の
先
進
を
立
朗
し
、
行
遍
を
は

　
　
じ
め
鯉
偏
え
に
大
師
の
郷
計
」
と
喜
ん
だ
の
も
空
し
く
、
飢
曄
に
よ
っ
て
「
先
進

　
　
飛
途
、
大
旨
空
翫
し
く
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
（
ヨ
三
七
一
四
〇
、
其
行
脚
遣
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菩
提
院
討
之
状
案
）
。
と
す
る
と
こ
れ
は
ル
そ
の
後
の
処
慨
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

③
こ
の
年
、
新
勅
雪
田
の
年
貢
が
三
十
工
石
で
、
市
夜
匁
丸
と
い
う
人
に
詰
け
負

　
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
濡
意
さ
れ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
（
ヤ
三
六
一
灘
二
）
。

④
　
新
勅
旨
田
に
お
け
る
守
護
、
弓
粥
鶴
∵
太
良
荘
に
お
け
る
地
頭
、
平
野
殿
荘
の

　
下
司
の
動
き
が
年
貢
減
少
の
原
附
に
な
っ
た
こ
と
は
瀦
に
の
べ
た
が
、
新
勅
鴇
田
・

　
弓
削
嶋
に
み
ら
れ
る
二
二
の
未
進
、
さ
ら
に
は
撰
亡
の
玉
章
に
な
る
こ
の
時
期
の

　
逃
亡
に
つ
い
て
も
、
そ
の
理
由
は
単
純
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
る

　
ま
い
。

⑤
こ
の
変
質
を
響
岩
に
評
価
す
る
と
こ
ろ
が
ら
、
南
北
朝
期
に
荘
園
制
U
職
の
体

　
系
「
が
山
朋
壊
す
る
と
い
う
緊
張
が
坐
れ
る
が
、
供
一
贈
は
い
か
な
る
轡
心
痛
で
も
荘
園
論
文

　
警
世
以
外
の
何
考
で
も
な
い
。
逆
に
そ
れ
は
、
こ
の
蒔
期
の
新
た
な
動
き
に
対
す

　
る
過
大
評
価
に
通
ず
る
が
、
そ
れ
か
ら
生
れ
る
「
南
北
朝
封
建
革
命
説
」
に
つ
い

　
て
の
疑
問
は
、
別
稿
で
の
べ
た
（
前
掲
拙
稿
）
。

⑥
　
こ
の
こ
ろ
の
預
所
（
黒
馬
允
康
経
・
市
夜
店
究
）
に
は
、
す
で
に
後
年
の
栄
実

　
等
に
共
逓
す
る
性
格
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

三
　
収
敢
体
系
の
拡
大

永
仁
の
劃
期

　
弘
安
初
年
ま
で
続
い
た
上
昇
の
カ
ー
ヴ
は
、
し
か
し
そ
の
末
年
に
入
る
こ

ろ
に
は
明
ら
か
に
乱
れ
を
み
せ
は
じ
め
て
く
る
。
も
と
よ
り
そ
れ
は
各
荘
そ

れ
ぞ
れ
に
小
さ
な
波
を
も
つ
て
は
い
る
が
、
全
体
と
し
て
蕉
応
末
年
近
く
に
、

一
つ
の
底
が
あ
る
よ
う
に
児
う
け
ら
れ
る
。

　
あ
る
程
度
継
続
的
に
た
ど
り
う
る
太
良
荘
の
歓
喜
寿
院
展
の
変
遷
か
ら
も
、

そ
の
こ
と
が
推
測
で
き
る
が
（
聖
天
参
照
）
、
な
に
よ
り
、
時
に
欠
落
は
あ
れ
、

ほ
ぼ
連
年
残
さ
れ
て
き
た
新
勅
旨
田
・
太
良
荘
の
年
貢
支
配
状
が
、
典
通
し

て
こ
の
こ
ろ
か
ら
大
き
く
欠
け
ば
し
め
る
事
実
の
中
に
、
こ
の
時
期
の
序
論

の
説
れ
が
窺
わ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
逆
に
ま
た
太
良
荘
で
は
じ
め

て
前
年
・
の
年
貢
結
解
状
（
散
芝
煮
）
が
書
か
れ
た
の
が
、
一
二
八
四
年
（
弘
安

七
）
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
（
教
護
一
二
一
号
）
。

（
三
－
一
）
　
支
配
状
の
初
見
が
新
勅
旨
田
で
意
一
二
六
〇
年
（
文
塔
尤
）
、
太
良
荘
で
は

　
＝
…
六
四
年
（
文
永
元
）
で
あ
る
こ
と
も
、
前
節
の
論
旨
と
の
関
連
で
注
隣
で
き

　
よ
う
。
前
議
は
供
僧
｝
q
加
療
の
年
、
後
篇
は
行
遍
の
寄
託
に
巌
っ
て
い
る
。
も

　
と
よ
り
こ
こ
に
は
偶
然
の
事
情
も
作
用
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
書
か
れ
た
支
配

　
状
が
多
く
失
わ
れ
て
い
っ
た
こ
と
の
背
後
に
、
収
取
の
乱
れ
を
考
え
る
こ
と
は
　

　
芯
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
逆
に
散
用
状
は
、
多
く
の
誌
荘
で
鎌
野
末
か
ら
現
わ
れ
、
南
北
朝
・
室
町
期
に

　
は
年
貢
関
係
の
基
本
的
文
書
と
な
っ
て
ゆ
く
が
、
そ
れ
は
闘
違
い
な
く
、
　
圧
接
に

　
は
未
進
・
損
亡
の
増
大
に
起
掘
し
て
い
る
。
太
良
荘
で
こ
れ
の
害
か
れ
た
年
は
、

　
八
三
年
の
損
亡
二
十
眉
・
未
進
十
八
石
五
斗
余
に
加
え
、
八
…
…
年
の
未
進
二
十
烈

　
贋
八
斗
余
・
銭
三
貫
二
百
六
十
文
を
送
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
年
で
あ
っ
た
。
そ

　
れ
と
と
も
に
こ
の
損
亡
…
一
十
摺
が
、
こ
の
荘
で
は
じ
め
て
内
検
な
し
に
行
わ
れ
た

免
除
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
境
地
の
独
晦
な
秩
淳
の
成
長
、
そ

　
れ
と
の
一
定
の
疎
隔
…
が
、
こ
の
よ
う
な
形
式
の
文
書
を
必
要
と
せ
し
め
て
い
る
こ

　
と
も
、
ま
た
晃
落
せ
な
い
。

　
そ
れ
が
蒙
古
襲
来
以
後
の
社
会
的
激
動
、
新
た
に
活
…
淡
の
度
を
潴
え
て
き

た
守
護
・
地
頭
・
荘
官
か
ら
要
脚
に
い
た
る
現
地
の
人
々
は
も
と
よ
り
、
菩

提
院
・
歓
喜
寿
院
等
の
「
職
の
体
系
」
の
上
層
を
ふ
く
む
諸
勢
力
の
、
料
荘
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へ
の
干
渉
・
介
入
の
結
果
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
（
厳
粛

拙
稿
参
照
）
。
さ
き
に
再
び
野
鐵
荘
役
と
定
ま
っ
た
大
師
生
身
供
料
米
が
、
ま

た
し
て
も
「
闘
如
」
と
い
わ
れ
た
の
も
一
二
九
〇
年
（
正
応
三
）
の
こ
と
で

あ
っ
た
（
と
五
四
、
距
綜
三
年
二
月
＋
一
隠
、
見
住
僧
継
大
法
師
等
申
状
案
）
。

　
単
に
収
入
が
減
少
し
た
と
い
う
の
み
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
干
渉
・
介

入
を
退
け
る
た
め
の
訴
訟
に
は
、
そ
れ
自
体
ま
た
莫
大
な
無
菌
が
必
要
で
あ

っ
た
。
と
く
に
、
雑
掌
加
治
木
頼
平
を
鎌
倉
に
遣
わ
し
て
行
わ
れ
た
弓
削
嶋

地
頭
と
の
諏
訟
は
、
沙
汰
延
着
の
た
め
長
期
に
わ
た
っ
て
解
決
し
な
か
っ
た

が
、
そ
の
間
、
　
一
二
九
一
年
（
正
応
四
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
彼
の
在
鎌

倉
贋
途
の
み
で
、
　
じ
つ
に
九
十
三
貫
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
と
六

五
、
正
応
豊
年
十
二
月
十
八
日
、
雑
肥
加
治
木
頼
乎
用
途
結
解
状
）
。
余
り
の
莫
大
さ
に

「
臼
来
艶
艶
用
候
処
の
仁
」
に
「
不
可
叶
」
と
い
わ
れ
、
　
「
戸
〆
急
進
ハ
御

経
廻
不
可
叶
、
沙
汰
を
い
た
さ
ん
と
す
れ
ハ
諸
派
の
大
事
也
、
進
退
き
ハ
ま

る
」
と
、
供
僧
も
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
（
な
三
二
…
三
九
、
蕉
溶
五
年

十
一
月
十
七
日
、
　
〔
供
僧
某
〕
鴬
状
）
。
恐
ら
く
弓
削
嶋
・
平
野
殿
荘
の
年
貢
の

大
半
が
こ
れ
に
注
ぎ
こ
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
同
じ
こ
ろ
太
良
荘
で
も
地

頭
と
の
訴
訟
が
停
滞
し
て
お
り
、
そ
の
年
貫
米
の
一
部
が
訴
訟
の
費
用
に
あ

て
ら
れ
た
事
実
も
み
え
る
（
ゑ
一
…
三
一
二
九
、
　
〔
浄
妙
〕
霞
状
）
。
　
樫
か
に
比
較

的
順
調
だ
っ
た
の
は
薪
勅
旨
田
の
み
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
も
一
二
九
三
年

（
正
応
六
）
に
轍
、
　
「
依
異
国
事
、
六
バ
ラ
下
向
之
問
」
、
船
…
等
の
点
定
に
よ

り
年
貢
の
一
書
が
癖
地
で
支
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
お
こ
っ
て
い
る
（
な

二
七
一
工
八
、
正
応
六
年
坤
月
七
日
、
新
勅
旨
田
米
未
進
分
代
銭
支
配
状
）
。

　
供
僧
の
補
任
以
来
、
こ
れ
は
恐
ら
く
ど
ん
底
の
事
態
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
永
仁
に
入
る
こ
ろ
か
ら
正
安
に
か
け
て
、
年
貢
収
取
は
底
を
脱
し
て

次
第
に
上
向
き
に
転
じ
て
く
る
。

　
そ
れ
は
、
太
良
荘
の
歓
喜
寿
院
米
が
次
第
1
7
糧
増
加
し
て
く
る
動
き
を
通
し

て
、
多
少
系
統
的
に
辿
り
う
る
の
み
で
あ
る
が
（
表
六
参
照
）
、
部
分
的
に
は

同
荘
か
ら
の
助
爾
別
進
三
石
（
助
畷
名
公
印
銭
三
貫
文
）
の
獲
得
、
新
勅
旨
圏

に
お
け
る
得
国
の
増
加
（
表
期
参
照
）
等
の
事
実
か
ら
も
、
あ
る
稚
度
競
う

　
　
　
　
　
◎

こ
と
が
で
き
る
。

　
周
閥
の
圧
力
を
は
ね
の
け
て
、
逆
に
太
良
・
平
野
謹
書
の
荘
務
を
完
全
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

そ
の
手
に
収
め
、
さ
ら
に
幕
府
政
治
の
転
機
を
と
ら
え
て
、
各
荘
の
訴
訟
を
、

一
応
の
解
決
に
ま
で
も
ち
こ
ん
だ
供
僧
の
し
ぶ
と
い
努
力
の
成
果
が
、
そ
こ

に
現
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
か
ら
の
船
舷
に
は
一
応
の

少
康
状
態
が
得
ら
れ
た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
（
蔚
掲
拙
縞
参
照
）
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
す
で
に
洪
僧
の
経
済
を
支
え
う
ろ
ほ
ど
の
状
況
で
は
な

か
っ
た
。
建
治
以
諦
め
ざ
さ
れ
て
き
た
料
荘
の
拡
大
が
、
執
拗
に
追
究
さ
れ

た
根
拠
は
こ
こ
に
あ
り
、
そ
れ
は
、
上
向
き
の
波
に
の
り
つ
つ
、
こ
の
時
期

あ
る
程
度
の
成
果
を
収
め
た
の
で
あ
る
。

　
尾
張
国
大
墨
黒
の
一
部
年
貢
（
一
二
八
薦
年
）
．
丹
波
闘
大
宙
荘
の
長
者
得
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分
の
獲
得
（
コ
一
九
八
年
）
、
後
者
の
荘
務
掌
握
（
；
一
〇
二
年
）
、
　
さ
ら
に
は

身
辺
水
田
の
新
た
な
寄
進
（
表
七
参
照
）
等
。
　
こ
こ
に
料
荘
の
年
貢
収
取
体

系
は
、
本
来
の
規
摸
を
こ
え
て
、
急
速
に
拡
大
し
は
じ
め
た
の
で
あ
っ
た

（晶

′
f
『
黛
太
・
巾
ん
研
儒
几
』
六
九
隣
写
拙
硝
糊
参
紹
…
）
。

　
こ
れ
は
た
し
か
に
料
荘
の
歴
史
に
時
期
を
剥
す
る
動
き
で
あ
り
、
そ
の
版

取
体
系
自
体
の
発
語
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
三
時
に
こ
れ
は
、

そ
の
矛
噛
の
拡
大
で
あ
り
、
発
展
で
あ
っ
た
。

　
丹
荘
の
拡
大
が
、
執
行
と
の
新
た
な
も
つ
れ
を
よ
び
お
こ
し
て
い
っ
た
こ

と
は
、
刷
に
多
少
の
べ
た
が
（
前
掲
拙
稿
参
照
）
、
本
来
の
人
的
関
係
は
こ
こ

ま
で
く
れ
ぼ
…
樋
の
混
乱
状
態
を
呈
し
は
じ
め
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
に
よ
参
こ
こ
で
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
供
僧
経
済

の
窮
追
が
生
み
臨
し
た
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
は
否
応
な
し
に
負
債
を
増
大
さ

せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に
こ
そ
、
富
力
あ
る
現
地
の
入

々
の
っ
け
込
む
隙
が
あ
っ
た
。

　
訴
訟
の
解
決
を
条
件
に
、
ま
た
年
貢
の
先
進
の
代
償
に
、
　
「
実
・
刀
」
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

入
を
預
勝
に
鋪
任
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
供
僧
と
預
、
所

の
関
係
、
ま
た
預
所
と
現
地
の
百
姓
た
ち
と
の
関
係
は
、
い
よ
い
よ
計
算
高

い
、
血
の
逓
わ
ぬ
も
の
に
な
っ
て
ゆ
く
と
同
時
に
、
供
僧
の
経
済
畠
体
、
次

第
に
現
地
に
生
れ
つ
つ
あ
る
新
た
な
秩
序
へ
の
依
存
を
深
め
ざ
る
を
え
な
く

な
っ
て
き
た
。

　
た
だ
ザ
て
の
秩
序
は
ま
だ
形
を
な
さ
ず
♪
む
し
ろ
旧
い
体
制
の
混
乱
が
始
ま

っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
こ
の
時
期
の
問
題
が
あ
り
、
一
時
期
の
少
簾
状
態
も
、

な
し
崩
し
に
そ
の
中
で
崩
れ
て
ゆ
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
①
大
師
生
身
供
が
野
翔
荘
役
と
し
て
再
び
…
応
保
証
さ
れ
た
の
も
｝
三
〇
｝
年

　
　
（
正
安
三
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
数
一
一
三
）
。

　
②
　
佐
藤
進
一
氏
は
永
仁
以
降
の
時
期
を
、
所
務
…
沙
汰
手
続
に
お
け
る
職
権
主
義
拾

　
　
二
期
と
し
て
段
階
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
嗣
氏
『
鎌
倉
幕
府
訴
訟
澗
度
の
研
究
隔
第

　
　
三
章
第
一
節
）
。

　
③
　
樗
削
嶋
・
平
野
殿
蓑
の
預
所
を
与
え
ら
れ
た
繍
治
木
頼
平
、
多
少
二
期
は
下
る

　
　
が
寺
用
を
経
入
れ
て
預
所
と
な
っ
た
大
山
荘
の
重
舜
等
が
ひ
と
ま
ず
そ
の
例
に
あ

　
　
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
時
期
に
預
所
に
な
っ
た
焔
々
は
、
そ
の
武
力
・
政
治
力
が
買

　
　
わ
れ
た
場
合
も
多
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
共
溶
し
て
こ
の
よ
う
な
薗
を
も
っ
て
い

　
　
た
と
い
え
よ
う
。
荘
園
を
多
数
「
借
上
篇
げ
る
よ
う
な
人
の
で
て
く
る
背
景
に
は
、

　
　
こ
う
し
た
事
情
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

四
　
供
僧
の
増
加
と
薩
園
の
大
壁
獲
得

　
永
仁
か
ら
正
安
に
か
け
て
の
少
康
が
、
各
荘
そ
れ
ぞ
れ
に
崩
れ
た
あ
と
、

時
に
小
さ
な
波
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
新
た
に
か
ち
え
た
演
能
を
ふ
く
め
、
料

荘
か
ら
の
収
入
は
も
は
や
完
金
に
安
驚
を
失
っ
た
。

　
鎌
倉
宋
期
の
社
会
の
混
乱
は
料
荘
を
お
し
っ
つ
み
、
地
頭
の
非
法
・
悪
党

の
乱
妨
、
さ
ら
に
は
荘
畠
体
の
顯
倒
す
・
一
2
頻
々
と
行
わ
れ
る
な
か
で
、
年
貢

は
と
も
す
れ
ば
と
だ
え
が
ち
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
残
さ
れ
た

諸
荘
の
送
文
・
支
配
状
に
大
き
な
空
白
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程

119 （451）



る
定
米
す
ら
も
次
第
に
減
じ
、
延
慶
以
降
は
つ
い
に
数
十
石
の
損
免
が
通
例

に
な
っ
た
と
い
え
る
ほ
ど
の
有
様
で
あ
っ
た
（
表
九
参
照
）
。

　
公
事
の
瓜
が
比
較
的
継
続
し
て
送
ら
れ
て
い
た
平
野
殿
荘
で
も
、
預
所
の

乱
入
、
そ
の
殺
害
、
地
頭
の
設
置
と
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
事
が
お
こ
っ
て
、
た
え

　
　
　
　
　
　
　
①

る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
残
さ
れ
た
少
な
い
潮
懸
か
ら
推
測
す
る
こ
と
は
多
少
危
険
を
伴

う
が
、
少
し
細
か
く
み
て
ゆ
く
と
蕉
和
か
ら
文
保
に
か
け
て
各
荘
に
共
通
し

た
年
買
の
紋
入
が
あ
り
、
こ
こ
に
わ
ず
か
な
が
ら
一
時
的
な
由
を
見
出
し
う

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
表
八
参
照
）
。
地
頭
と
の
下
地
分
割
後
の
皆
目
が
行
わ

れ
た
弓
削
嶋
、
　
「
悪
党
」
の
問
題
が
解
決
し
た
あ
と
の
検
注
が
な
さ
れ
た
大

山
荘
で
は
、
薩
接
そ
の
理
由
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
正
和
の
こ
ろ
他
の
諸
荘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

で
も
訴
訟
の
解
決
が
急
が
れ
て
い
る
ふ
し
が
あ
り
、
恐
ら
く
そ
の
影
響
を
考

え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

表六　太良荘歓喜寿院米の変遷

西暦i年号擁聯；
・29・【刀三瀧

1293

1295

1296

1297

1298

1299

13eo

永仁1

永仁3

永仁4

永仁5

永仁6

鑑安元

正安2

4．0

6．0

7．0

7．75

7．0

8．6666

9．7161

8．57156

度
そ
の
状
況
を
推
測
で
ぎ
る
（
表

八
参
照
）
。
そ
の
う
ち
、
わ
ず
か
に

系
統
的
に
状
況
を
辿
り
う
る
の
は

太
良
荘
の
み
で
あ
る
が
、
そ
こ
で

も
地
頭
得
宗
被
官
の
権
威
を
背
景

に
し
た
百
姓
等
の
未
進
・
損
亡
は

年
を
追
っ
て
増
大
し
、
基
準
に
な

表七　鎌倉後期に7t．E院郷影堂に寄進された田地

西暦

1298

1299

1302

1303

1309

i310

1310

1310

1310

1311

1313

1315

1322

1330

年月　日

永仁6．12

永仁7．3．21

エE安4．3．8

導吃ヲこ2．7．21

丁延慶2．3．21

延慶3．了f三．11

延慶3。2．IG

延慶3．3．21

i：蒲　積

　反

le－120

6戸」一i三

5－180

2－O

G
ハ
U
n
U

　
「
｝

1
1
り
σ

容　進　艦

1志長ラ己．8．26

王丘和2．5．21

正和4．4，21

元亨2．7．25

元徳2．7

　　　　　　2－180

　　　　　　5－O
延慶3・8・2・13－O

　　　　　　I－e

　　　　　1－0
　　　　　10－0

　　　　　1－24e

親誉大僧都

仲厳法印
藤原氏女
　　　　性
（藤原氏女）

賢　　　祐

尼　妙　蓮

厳誉律師
陶　　　人

二条殿姫君
尼青蓮・釈蓮

法印宗恵
観　　阿　弥

輿聖僧都

5｝3001執行忠救

所職…墾力惣

名　　主

本家・名主

名
名
名
名
名
名
工

’
二
一
」

王
窯
滋
烹
主

簿謡鳶毒i
　　　　15の400　　湯｝旺…

19。725　2．400　（公箏物あり）

雪融
　4・8　　　　長麟i舎利仏二二田1
　2．0　　　2．500　11月2日舎利；1鋒E｛l　l

　　　　2．0　　婚油購
　　　　　　　　　　　　　　　　ミ4・5　　　　　　　　　　1
2．2　　　　　　　　　　1
0．8　　　　　　　1
　　　　1．0　　 3ノ彗21日御i景多｛Si；才li施

3．0 仁王経転読布施

（註）　これはヒ55－65，建武4。12，寄進田（仏事方）目録及び，無事，建武4．12．3，本引割田隈

　録（前欠）によって作成した。仏窺の欄に記載のないものは，他の料蕨と同様18口供僧，3

　証人，預2人等の供料とされている。ただこれ以外にも寄進があったように思われるが，史
　料の検索が充分でないので，一応の状況を承すものとして掲げた。
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東一i：警供僧供料荘における年貢収取体系の発毅と嬢灘（綱野）

　　衷八　供料荘の年貢収取状況（鎌倉期　その二）

太　　良　　荘

口　勝1便…夢iド

4
5
6
1
4
6
7
8
9
2
3
4
5
6
8
9
4

9
9
9
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
2

2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

永仁2

永仁3

永仁4

正安3

嘉元2

徳治1

徳治2

延慶1

延慶2

正和1

正瀦2

正和3

正和4

正和5

文保2

珊珊1

正中1

米（石）1銭（勲

O．258

e．555

1．3

2．259

1．5683

1．03

1．8365

1．8946

87

Z30

壕60

新　勅　旨　田

送准米
　（石）

21．17

21．741

25．854

14．838

蛎il供
．料（石）．．

e．453

再肖鵬
荘

山岨壌

平　野　殿　荘1大由荘　寄進田

149

235

22e

300

送輔送出麟i謎『
6．65

4．78

6．81

6．466 68S7

1．294

0．5

O．4

1．e53

e．28

O．2905

（註）項｝拙ま史料の都余で，一応このようにえらんだ。なお寄進田には新寄進田といわれたもの

　　もふくんでお；）　｝史料の検出が不足なので，なお補足しうる余地があろう。

衷九　鎌倉末期太良荘の損鴬・未進

細岡i田定 米睡亡除未 進　　備 考i史－軒

3
2
3
4
5
6
7
8
9
1
2
4
5

8
0
G
O
O
O
G
G
O
1
1
1
1

2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

1
1
1
1
1
1
1
1
1
ー
ユ
ー
－

4231

弘安6

乾元1

嘉元1

嘉元2

嘉元3

徳治1

徳治2

雛射

瀦1
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と
す
る
と
、
こ
の
場
合
も
永
仁
の
時
と
岡
様
、
幕
府
政
治
の
推
移
の
涌
か

ら
考
え
て
ゆ
く
道
が
で
て
く
る
と
思
う
が
、
当
面
こ
こ
で
は
供
僧
の
歴
史
に

そ
く
し
て
考
え
て
み
れ
ば
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
が
後
宇
多
院
に
よ
る
大
量
の

荘
園
寄
進
の
行
わ
れ
た
痘
後
に
当
っ
て
い
る
こ
と
が
、
す
ぐ
に
気
づ
か
れ
る

で
あ
ろ
う
。

　
後
宇
多
院
の
密
教
興
隆
が
、
東
寺
に
つ
い
て
は
一
三
〇
八
年
へ
徳
治
三
）

の
立
願
に
基
づ
い
て
正
和
の
初
め
ご
ろ
か
ら
次
第
に
実
現
さ
れ
、
さ
ら
に
メ
、

れ
に
つ
づ
く
後
醍
醐
天
皇
の
「
六
篇
御
願
」
に
よ
っ
て
建
武
薪
戴
勝
に
い
た

る
ま
で
に
彪
大
な
荘
園
が
東
寺
の
手
中
に
入
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
周
知
の

こ
と
に
属
す
る
（
辻
叢
雲
世
知
胃
木
仏
教
奥
』
中
挺
篇
ウ
三
）
。

　
伝
法
会
衆
・
勧
学
衆
の
新
補
と
と
も
に
、
多
く
の
供
僧
が
新
た
に
お
か
れ
、

菓
寺
の
機
構
は
こ
こ
に
｛
変
し
た
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
の
大
き
な
発
展
を
と

　
　
　
　
　
　
③

げ
た
の
で
あ
る
が
、
十
八
口
の
供
僧
に
と
っ
て
も
、
も
と
よ
り
こ
れ
は
大
き

な
転
機
で
あ
っ
た
。

　
院
の
願
は
、
ま
ず
コ
ニ
ご
一
年
へ
花
和
元
）
の
御
影
堂
三
口
供
僧
…
の
新
…
鋪

と
し
て
実
現
さ
れ
、
山
城
國
拝
師
荘
が
そ
の
料
所
に
宛
て
ら
れ
た
（
猿
筆
記

第
六
）
。
平
安
期
の
定
額
僧
廿
一
口
の
復
興
は
こ
こ
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

現
実
に
は
十
八
口
供
僧
は
本
供
僧
と
し
て
、
三
口
の
新
供
僧
か
ら
自
ら
を
は

っ
き
り
区
別
し
、
た
や
す
く
こ
れ
を
う
け
い
れ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　
　
翌
一
三
年
（
死
和
二
）
に
書
か
れ
た
本
噺
洪
僧
文
（
ぬ
一
九
、
驚
和
二
年
五
月

背
四
潤
、
罰
案
）
に
は
、
「
料
所
事
、
本
新
相
互
可
存
各
溺
雪
嵐
」
と
あ
り
、

　
本
僕
僧
は
従
来
か
ら
の
料
荘
に
賦
し
て
凝
供
僧
の
罎
利
の
及
ぶ
こ
と
を
認
め

　
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
　
「
御
影
堂
寄
進
之
地
」
に
つ
い
て
も
、
　
「
於
以
前
寄

進
分
、
本
供
僧
如
本
管
領
不
可
有
相
違
」
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
一
方
で
そ

、
れ
に
つ
づ
け
て
、
　
「
董
向
後
寄
進
分
譲
、
本
新
可
為
平
均
之
沙
汰
者
也
」
と

　
し
て
、
共
通
の
場
の
生
じ
う
る
余
地
を
残
し
て
は
い
る
が
、
当
初
、
本
新
里

憎
が
一
応
別
個
の
経
済
体
系
を
も
つ
も
の
と
し
て
出
発
し
た
こ
と
は
、
こ
の

，
点
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
院
は
さ
ら
に
こ
の
年
、
供
僧
と
、
前
年
に
お
い
た
伝
法
会
衆
七
口

　
の
た
め
に
、
さ
き
の
彫
師
荘
に
加
え
て
由
城
国
上
桂
荘
、
播
摩
国
矢
野
倒
名
、

　
八
条
院
町
十
三
患
所
を
謄
写
に
施
評
し
た
。
恐
ら
く
こ
の
前
後
に
寄
進
さ
れ

　
た
常
陸
羅
信
太
荘
、
鴉
に
勧
学
会
の
料
所
と
さ
れ
た
安
芸
髪
長
田
郷
・
平
繊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

郷
・
高
量
余
沼
に
も
供
僧
の
手
は
及
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
　
三

　
一
七
年
（
文
保
元
）
の
矢
野
例
名
内
重
藤
名
・
那
汲
・
親
方
の
寄
進
（
こ
征
九

…
七
四
、
文
保
元
年
三
月
十
八
日
、
院
宣
）
に
よ
っ
て
補
足
さ
れ
、
踊
年
の
院
庁

下
文
（
楽
一
一
八
）
で
保
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
収
入
を
学
衆
と
分
ち

合
わ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
供
僧
の
年
貢
収
取
体
系
は
こ
こ
に

大
き
な
量
的
ひ
ろ
が
り
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
き
に
の
べ
た
従
来
か
ら
の
料
荘
に
み
ら
れ
た
年
貢
収
入
の
山
が
、
な
ん
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ら
か
の
意
味
で
こ
の
刺
戟
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

推
定
し
て
ほ
ぼ
誤
り
な
か
ろ
う
・
．
一
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
・

　
そ
し
て
、
後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
供
僧
が
さ
ら
に
多
．
数
新
補
さ
れ
て
い
る
こ

ろ
、
　
一
三
工
穴
年
（
正
中
鶯
一
）
に
、
摂
津
岡
垂
水
荘
の
軍
務
が
執
行
の
手
か

ら
供
僧
…
に
移
っ
て
い
る
こ
と
も
、
ほ
ぼ
そ
の
延
長
線
上
に
お
い
て
と
ら
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
考
え
て
く
れ
ば
、
こ
の
時
期
を
供
僧
料
荘
の
発
展
途
上
に
お
け
る
第

衷
…
○

三
の
小
事
期
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
、
必
ら
ず
し
も
無
理
と
は
い
え
ぬ
で

あ
ろ
う
。
あ
る
意
味
で
そ
れ
は
建
武
新
政
か
ら
新
幕
府
成
立
の
当
初
に
ま
で

か
け
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
激
し
い
時
代
の
動
揺
は
、
逆
に
容
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
多
く
の
も
の
を
も
た
ら
す
結
果
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
も
と
・
．
あ
り
こ
こ
で
拡
大
さ
れ
た
機
構
と
そ
れ
を
支
え
る
べ
き
大
量
の
荘
園

が
、
表
面
上
の
老
大
さ
に
比
し
て
そ
の
実
が
少
な
か
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に

上
島
ご
氷
凍
両
氏
に
よ
っ
て
朗
マ
り
か
に
さ
れ
て
い
る
へ
晶
腿
掲
瓶
哩
輌
）
。
　
供
僧
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荘
に
そ
く
し
て

こへ黎夢餐藍雪伊…奉遷灘≡1こ才5ζする｛罫ぎミ珪淀三蒙夢本遜『こび〉発彦逐と藍弊祷峯　（綱野）

供
　
僧
　
名
　
…
口
数
…
年
　
月

日

．
設
麗
堂

供

料

荘

備

考

議
墾
…

・
新
供
僧
（
御
影
堂
）

．
簸
　
法
　
会
　
衆

．
勧
　
学
　
会
　
衆
．

…
講
堂
供
血
．

灌
頂
院
護
摩
堂
供
僧

不
動
堂
不
断
護
摩
供
僧

．
大
勝
金
剛
供
僧
．

千
手
供
供
僧

鎮
守
八
幡
、
密
供
僧

le　5

．
延
跡
こ
・
三
・
廿
｝

．
建
藁
四
・
二
・
十
四

．
文
感
元

、
文
永
九

…
正
和
元
・
三
・
升
一

…
応
蔓
こ
・
二
・
甘
｝

…
元
亨
三
・
三
・
廿
一

…｝

ｳ
婁
孟
二

…
元
弘
霊
・
九
・
一

宝
荘
厳
院
執
務
職

｝最

沍
�
x
叢

大
中
書
置
見
前
罪
璽
纈
劉
噺
醍
行
）

｝
甑
荘
（
羅
調
業
繋
丑
紅
）

．
久
世
上
下
荘

“　rv　　　　　　Ui’i一

口

供
僧
方

．
学
三
方
．

…
宝
荘
厳
院
方

上髭
最
勝
光
院
方

…
太
良
荘
地
頭
方

鎮
守
八
幡
宮
供
僧
方

（
主
と
し
て
東
宝
記
に
よ
る
）

み
て
も
、
正
和
・

文
目
の
波
は
そ

れ
以
前
と
比
べ

て
は
る
か
に
小

さ
く
、
嘉
暦
以

後
に
な
る
と
料

藪
の
史
料
は
な

ぜ
か
急
激
に
減

少
し
、
ほ
と
ん

ど
そ
の
あ
と
す

ら
た
ど
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
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で
あ
る
α
そ
れ
は
恐
ら
く
、
こ
の
時
・
期
の
供
料
腔
全
体
の
状
況
を
、
あ
る
程

度
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
①
　
こ
の
荘
の
公
事
の
送
進
は
ご
二
二
糊
年
（
元
亭
四
）
ま
で
確
認
で
き
る
。
頚
所

　
　
十
郎
光
清
の
乱
入
に
つ
い
て
は
別
に
の
べ
た
が
（
諮
掲
拙
稿
）
、
正
和
の
こ
ろ
「
十

　
　
郎
入
道
殺
蹴
ど
の
こ
と
に
よ
り
郡
使
入
部
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
前
年
に
は
地

　
　
頭
が
新
た
に
入
部
し
で
い
る
（
レ
一
　
三
～
嗣
九
、
二
摺
辮
日
、
頼
尊
書
状
）
。
　
｝

　
　
三
無
工
年
（
元
準
二
）
ご
ろ
に
荘
白
体
が
顔
倒
さ
れ
た
ら
し
く
（
嘗
七
1
ご
…
、

　
　
元
宜
」
二
年
五
月
十
ヨ
日
、
院
宣
）
、
　
ご
臨
返
付
さ
れ
た
と
は
い
え
、
も
は
や
多
く

　
　
を
期
待
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
弓
削
嶋
・
新
勅
旨
照
も

　
　
ほ
ぼ
罰
様
で
あ
る
（
前
掲
拙
稿
参
照
）
。

　
②
　
太
良
荘
に
お
け
る
地
頭
と
の
訴
訟
が
、
正
和
の
こ
ろ
（
教
護
二
五
六
号
、
　
〔
正

　
　
和
照
年
〕
九
月
六
欝
、
法
印
某
挙
状
案
）
急
が
れ
て
い
る
形
跡
の
あ
る
こ
と
、
新

　
　
勅
b
8
田
で
も
志
芳
荘
地
頭
と
の
訴
訟
が
同
じ
こ
ろ
に
活
添
…
に
股
開
さ
れ
て
い
る
。

　
③
新
幕
府
成
立
当
初
の
寄
進
を
ふ
く
め
て
、
一
応
大
よ
そ
の
整
理
を
し
て
み
れ
ば

　
　
表
一
〇
の
よ
う
に
な
る
。

　
④
；
　
三
六
年
（
建
武
三
）
の
院
宣
（
ゐ
一
！
一
五
）
は
、
矢
野
荘
等
と
と
も
に
、

　
　
こ
れ
ら
の
韓
彌
壮
郷
を
も
、
後
宇
多
院
起
詰
…
と
出
月
下
文
に
任
せ
て
、
三
一
僧
∵
藍
玉
に

　
　
安
堵
し
て
い
る
。

　
⑤
　
こ
れ
ら
の
新
た
に
え
ら
れ
た
諸
荘
か
ら
の
収
入
が
、
本
供
僧
・
新
供
僧
・
学
衆

　
　
の
閥
に
、
ど
の
よ
う
に
分
舗
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
詳
纐
は
力
不
足
か
ら

　
　
す
べ
て
将
来
に
ゆ
ず
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
　
｛
三
三
六
年
（
建
斌
三
）
に
量

　
　
水
都
の
露
，
貢
が
二
十
｝
際
に
分
配
さ
れ
て
い
る
事
実
（
由
河
本
六
十
三
、
建
武
E

　
　
年
十
月
七
鶏
、
年
貢
支
配
状
）
、
後
年
昔
一
口
供
僧
方
評
定
引
付
に
あ
ら
わ
れ
る

　
　
諸
荘
の
状
況
か
ら
考
え
て
、
ほ
ぼ
蓑
一
〇
の
よ
う
に
推
定
で
き
る
と
思
う
。

　
⑥
　
文
永
・
弘
安
、
永
仁
・
蕉
安
、
正
和
・
文
保
の
小
調
期
を
考
え
て
ゆ
く
上
に
「
弘

　
　
安
・
永
仁
・
元
徳
以
下
衆
中
麗
文
」
（
爽
和
四
年
、
学
用
方
細
々
引
琶
、
詞
年
ナ
月

隣
、
学
衆
等
連
署
ゆ
状
案
。
こ
の
置
文
は
、
ま
だ
見
る
こ
と
を
え
て
い
な
い
）
が

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
点
は
、
注
意
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

五

収
取
体
系
の
変
質
の
進
行

　
　
　
　
　
南
北
朝
内
乱
期

　
元
弘
・
建
武
の
動
乱
後
、
新
幕
府
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
寺
領

荘
園
の
歴
史
も
ま
た
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
、
・
失
わ
れ
た
荘
園
（
火
由
・
新

箆
荘
地
頭
職
）
も
そ
こ
に
あ
っ
た
が
、
む
し
ろ
そ
れ
以
上
の
新
た
な
も
の
が

幕
尉
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
（
表
　
○
参
照
）
、
さ
ら
に
一
禦
憲
工
ハ
年
（
建
武
三
）
十

一｝

獅
ﾉ
は
、
院
宣
に
よ
っ
て
、
廿
｝
口
供
僧
料
藏
と
供
僧
・
学
衆
の
料
荘
と

が
そ
れ
ぞ
れ
革
緒
さ
れ
、
一
段
と
拡
大
さ
れ
た
荘
畷
は
、
こ
こ
に
再
編
と
整

備
の
軌
道
に
入
っ
た
か
に
み
え
る
（
盤
七
一
＝
一
、
建
武
三
年
十
二
月
八
日
、
光

厳
上
皇
院
宕
∵
楽
｝
i
八
、
同
年
月
日
、
岡
三
）
。

　
叢
醗
、
赫
一
黙
供
僧
供
料
小
壮
に
つ
い
て
み
て
も
、
弓
削
嶋
荘
て
祐
舜
が
一

三
四
〇
年
（
薬
院
三
）
に
鯨
方
所
務
職
を
銭
十
貫
文
・
撫
三
暴
食
十
俵
で
喚

け
、
四
二
年
（
贋
二
五
）
に
は
さ
ら
に
残
る
二
方
を
も
与
え
ら
れ
て
お
り
（
と

ご
｝
五
、
暦
応
三
年
正
月
十
三
日
、
祐
舜
諮
文
・
レ
ご
エ
…
㎜
九
、
暦
応
猟
年
三
刃
廿

三
田
、
同
請
文
）
、
薪
勅
旨
田
で
も
預
所
が
三
九
年
目
暦
応
｝
一
）
に
賢
覚
と
定
ま

り
、
翌
年
、
損
得
馬
上
帳
が
注
進
さ
れ
て
い
る
（
三
一
一
二
、
暦
応
二
年
九

月
目
臼
、
賢
覚
詰
藁
・
と
＝
㎝
六
、
暦
応
三
年
損
得
馬
上
帳
）
。
ま
た
垂
水
荘
で
は
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旗寺供僧供料荘にお｛・ナる年貢収販体系の発展とSSL’滞（網野）

表一一　　太：良荘領家ブ∫年貢Jl引取オ犬ミ兄（南4ヒ垂i蝿・壼田丁歪響）

瀬種劉定 米　寺　納　米　代　　銭　未 進　損亡・捨田 器奪1史料

8
6
7
8
9
2
5
8
1
8
0
8
2
4
9
1
3

3
5
5
5
5
6
6
6
7
7
9
9
0
0
0
1
1

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
（
　
　
　
　
　
　

（

（1420

（1422

1426

1445

建武5

延文1

延文2

延文3

延文4

貞治1

引治4

応安1）

慈安4

永和4）

明徳1

慈永5

応永9

闇闇11

応永16）

応永18

応永20

応永27）

臨永29）

応永33

文安2

　石
161．7．4236

126．09681

155．74194

144．64e56

146．93056

68．e749S

54．352

67．23148

73．24218

66．59718

72．09718

72．e9718

72．09718

72．0571S

・71．52385

72．05718

72．09718

72，09718

72．09718

72．09718

71．32611

160．85907

102．33

143．49387

122．03

121．343

45．1

54．352

63．52733

44．9679

se．03

19．16

32．69

33．33

23．878

37．87

66．39718

（45．62）

63．93718

6e．78718

69．e7611

　貫
（11．508）

（22．450｝

［37．326）

（24．0）

32．413

13．131

2e．gee

26．7e2

40．625

34．84e

46．995

34．959

35．046

36．147

60．376

石
O．38329

33．76681

7．24Se7

22．61055

25．58756

22．97498

3．70415

12．0091

3．517王8

5．29219

9．39718

12．833

3．6306

　貫文
（一2．051）

（1．156）

石

（25．0）

（5．0）

（3．52）

（3．02167）

（3．8）

39．8e996

S．4

15．84

17．5

21．0024

15．8

4．8

1．9

暦慈2

し
／延文5

蛮細

越1

鍛
憲永7

応永11

応永12

応永16

応永20

応永21

慈永27

応永29

応永33

文安3

教350

は38

－57

は143

教470

教502

教513

教554

教658

教787

教847

教871

教929

教976

教1012

に130

に138

臼137

白138

（註）半済前の塞準は163．94236，半済後は8L97118である。｝E長検注後は79．19611である。定米
　　はそれから河成・押領等を除いた1饗｛である。1413年一嘗の寺納米は，医1下行を引かないもの

　　になっているので，多少多iヨになっている。代銭の項には春成・蔓繊・秋成を加えた此上を
　　あげ〔　〕はそれを加えていないもの，（　）はそれのみの数字である。また損亡・引田の項の
　　（）はすでに基準から除かれたものである。

表一二　太良荘地頭方年貢収1i気状況（爾北朝’窒町期）

西暦　年　弩　定 米　寺　納　米　代　　銭　未

1338i

1339

1358

1364

1366

1376

1378

1403

1413

1427

工444

1448

暦応1

聞応2

延文3

爽治3

爽治5

永和2

永和4

応永10

応永2G

応永34

文安1

文安5

　’f／1

85．67003

80．17732

30．21e9

60．4218

26．1661

24．3326・5

27．0109

20．9609

40．1948

34．06564

石

59．24143

53．59324

26．8S

3Z565

7．368

1．775

18．3691

O．4e729

29．72814

22．39898

　貫
（22．578）

（22曾266）

（le．625）

（2e．o）

（24．586）

　7．337

’　5．316

13．644

（3．0）

　s．0

29．412

21．626

石

進障・捨・峯奨史料
　　　蒋

3．3309

22．8568

2．49S61

4．8e1

6．3218

　貫　文
（一8．921） 9．205

6．66666

11．66666

暦応2

暦応3

延文

貞治4

貞治6

永和2

応永20

応永34

文安1

文安6

G
8
6
5
2
7
1
7
7

0
3
3
6
7
4
6
3
9

ユ
　
エ
　
ユ
　
ィ
せ
　
な
　
ら
　
に
リ
　
エ
　
　

白
．
擬
制
教
教
教
教
臼
教

ρ
0
　
6
　
7
1

り
Q
　
り
D
　
O
O

エ
　

エ
　

エ

白
由
白

（註）　贋応ころの基準は107．36203，貞治のころは60，4218，

　　検注後は47．685である。他は領家方と岡じ。

塁も済後；ま30鯨21097う棄30．1107，　叢三長
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四
〇
・
四
一
年
（
．
騰
応
三
・
四
）
に
内
検
臼
録
が
作
成
さ
れ
て
、
二
十
石
を
多

少
上
ま
わ
る
年
貢
が
得
ら
れ
て
お
り
（
白
河
本
百
十
六
、
暦
応
三
年
十
二
月
H
及

び
同
年
十
二
薄
H
、
公
文
代
助
蕉
注
進
内
検
H
録
）
、
太
良
薩
の
領
家
方
・
地
頭

方
の
そ
れ
ぞ
れ
に
心
用
状
が
書
か
れ
、
南
北
朝
期
以
降
の
塞
準
が
ほ
ぼ
定
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

つ
た
の
も
洞
じ
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
教
護
総
五
〇
、
暦
応
二
年
二
月
三
日
、

轍皿

ﾆ
方
年
一
心
結
解
…
状
・
二
目
河
太
丁
百
コ
…
十
・
八
、
暦
」
応
一
審
ヰ
孟
月
…
㎜
…
臼
、
　
白
口
海
口
際
・
百
、
酷
謄
癒

二
年
二
月
日
、
地
頭
、
方
年
貢
以
下
散
粥
状
）
。

　
い
は
ば
こ
の
時
期
、
　
一
斉
に
供
料
荘
の
整
縮
と
回
復
の
努
力
が
な
さ
れ
て

い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
は
た
し
か
に
無
視
し
え
ぬ
成
果
を
あ
け
た

と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
と
く
に
太
良
荘
の
三
八
年
（
暦
応
党
）

の
年
貢
は
、
傾
家
・
地
頭
方
合
せ
て
米
二
百
二
＋
石
余
、
弓
台
＋
四
貫
余
と

い
う
大
き
な
収
穫
を
え
て
お
り
、
領
家
方
の
み
に
つ
い
て
み
て
も
こ
れ
は
鎌

倉
期
の
当
初
の
年
・
貞
に
も
匹
敵
す
る
額
に
達
し
て
い
る
（
表
一
一
．
＝
㎜
参
照
㌧
．

　
恐
ら
く
こ
の
よ
う
な
努
力
の
行
わ
れ
て
ゆ
く
中
で
、
篠
崎
等
の
休
舗
の
整

頓
も
准
一
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
貞
和
の
こ
ろ
に
は
明
確
に
姿
を
現
わ
す

各
方
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
体
系
は
、
こ
の
時
期
ぐ
ら
い
ま
で
そ
の
起
点
を
遡
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
こ
の
再
編
そ
の
も
の
の
中
に
、
従
来
か
ら
の
収
取
休
系
の
変
質
が

さ
ら
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
点
、
も
と
よ
り
見
落
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
就
中
こ
こ
で
注
意
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
個
々
の
荘
園
が
一

種
「
蔽
負
し
の
形
で
経
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
（
．
て
い
る
こ
と
で
み
り
、
そ
こ

に
各
面
に
わ
た
っ
て
こ
の
よ
う
な
仕
雰
に
専
心
す
る
人
が
現
わ
れ
て
き
て
い

る
点
で
あ
る
、
嬬
舜
へ
弓
削
嶋
）
・
祐
実
（
太
良
荘
地
頭
・
矢
野
荘
・
垂
水
荘
弓
削

嶋
荘
）
・
実
増
（
矢
野
荘
・
薙
水
翻
）
等
の
人
々
が
そ
れ
て
あ
り
、
い
ず
れ
・
も
下

級
の
爽
寺
僧
で
あ
．
つ
た
、
彼
等
は
東
寺
周
辺
の
諸
荘
に
一
定
の
所
職
を
も
ち

（
横
降
は
講
師
荘
に
、
祐
実
が
久
世
荘
に
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
）
、

あ
る
場
合
に
は
寺
家
公
文
（
祐
舜
）
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
　
こ
の
よ
う

な
型
の
吾
々
に
鎌
倉
末
期
に
諸
撚
荘
園
を
「
、
借
上
」
げ
た
と
い
わ
れ
た
太
田

荘
の
淵
信
の
如
き
人
の
、
よ
り
体
翻
化
さ
れ
た
姿
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
か
、
従
来
野
駈
職
の
役
脳
だ
っ
た
こ
う
し
た
仕
事
が
、
所
務
職
・

雑
掌
職
、
あ
る
い
は
給
瓢
職
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
の
は
、
こ
の

動
き
の
中
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
も
と
よ
り
こ
の
様
な
人
々
が
現
わ
れ
る
の
と
帰
一
の
事
情
か
ら
、
現
地
の

入
定
、
あ
る
い
は
任
意
の
富
力
あ
る
人
々
が
、
同
様
の
仕
事
を
任
さ
れ
る
こ

と
も
お
こ
っ
て
く
る
。
建
武
の
塔
供
、
養
の
費
胴
を
立
て
か
え
、
＝
二
三
四
年

（
建
武
元
）
に
太
良
荘
を
「
借
上
」
げ
た
と
い
わ
れ
る
小
浜
佳
人
の
石
見
…
房
覚

秀
、
あ
る
い
は
在
京
人
三
郎
兵
衛
尉
を
赫
人
と
し
て
新
勅
旨
田
の
預
所
に
な

ッ
た
賢
覚
に
、
当
掻
そ
，
の
実
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
く
に
こ
こ

で
覚
秀
の
立
替
え
た
銭
が
「
熊
野
上
分
物
」
・
「
三
鳩
僧
供
差
物
」
で
あ
ウ
、

「
若
不
沙
汰
之
盛
者
、
以
山
臥
可
被
責
呵
法
」
と
い
わ
れ
て
い
る
点
が
注
貝
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ざ
れ
る
の
で
、
早
く
か
ら
太
良
荻
の
「
晦
御
党
別
当
職
一
と
な
り
、
御
堂
の

再
建
に
功
の
あ
っ
た
彼
は
、
こ
の
よ
う
な
富
力
に
よ
っ
て
こ
の
荘
の
名
主
職

を
蓄
積
し
、
　
「
得
宗
給
主
代
」
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
白
演
木
七
十
、
文

保
一
…
㎜
年
二
目
月
一
ロ
論
ハ
H
門
、
内
御
堂
胴
当
職
補
任
儲
杁
・
・
田
河
太
・
百
十
一
、
　
畳
叩
武
一
兀
年
・
九
月
十

三
目
、
上
御
使
友
実
儲
請
状
等
参
照
）
。

　
こ
う
し
た
現
地
の
人
々
は
、
多
く
の
場
合
、
所
務
代
・
絵
主
代
等
の
代
官

に
な
る
場
合
が
多
い
が
、
そ
の
代
窟
職
自
体
が
次
第
に
圓
定
し
た
所
職
に
な

つ
（
⑲
く
。

　
7
　
　
　
し

　
し
か
し
南
北
朝
期
の
動
乱
は
、
こ
の
よ
う
な
富
力
の
み
に
よ
っ
て
は
処
理

し
き
れ
ぬ
問
題
を
贈
与
の
現
地
に
よ
び
お
こ
し
て
い
た
、
現
地
の
人
々
の
対

立
が
動
乱
に
か
ら
み
、
禍
…
去
の
様
々
な
権
利
を
理
由
に
行
わ
れ
る
武
力
的
な

乱
入
は
、
あ
る
場
合
に
は
閾
所
地
を
理
由
に
守
’
護
の
権
威
に
よ
凶
、
て
合
法
化

さ
れ
て
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
を
排
除
す
る
た
め
に
は
法
廷
に
お
け

る
訴
訟
の
み
な
ら
ず
、
轟
然
｝
定
の
武
力
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
ろ
弓
削
嶋
（
祐
舜
、
権
律
師
某
）
・
戴
水
荘
（
祐
実
）
な
ど
の
所
務
職

を
請
け
た
草
々
は
、
こ
う
し
た
訴
訟
の
解
決
を
一
つ
の
課
題
に
し
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
講
文
に
　
、
庄
家
警
固
事
」
に
つ
い
て
の
契
約
か
書

か
れ
る
場
合
の
多
か
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
・
・
7
な
事
情
を
背
景
と
し
て
い
た
．

し
か
し
も
と
よ
り
こ
れ
ら
の
寺
僧
に
そ
れ
自
身
の
武
力
が
み
ろ
う
は
す
は
な

梅
書
鏡
地
畠
人
看
力
な
繕
事
岱
と
し
て
齋
薫
る
り

の
論
拠
が
あ
ワ
た
Ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
建
武
の
こ
ろ
太
良
荘
の
地
頭
代
に
な
っ
た
脇
…
袋
彦
太
郎
国
広
（
頼
鼠
）
、
そ

の
あ
と
を
う
け
た
平
楽
重
は
当
．
衝
そ
の
例
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
し
、
と
く

に
観
砥
の
擾
乱
以
降
、
こ
の
荘
の
代
官
と
な
っ
た
脇
袋
国
治
・
河
崎
日
向
守

　
　
ゆ
ハ
信
成
）
・
宮
河
弾
正
忠
等
は
、
い
ず
れ
も
若
狭
国
の
国
人
で
あ
り
、
あ
る
い

は
隔
一
揆
の
銀
翼
で
あ
り
、
あ
る
い
は
守
護
と
も
つ
な
が
り
を
も
っ
た
人
々

で
あ
り
た
．

　
こ
れ
ら
の
入
々
と
、
さ
き
の
覚
秀
の
よ
う
な
人
と
の
問
に
、
　
一
定
の
性
格

の
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
逆
に
メ
こ
無
に
は
共

通
し
た
側
面
の
あ
っ
た
こ
と
－
も
、
見
落
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
新
見
群
肝
藤
掌

書
状
を
誘
い
取
ろ
う
と
し
た
康
永
の
こ
ろ
の
地
頭
代
（
教
重
）
、
多
少
時
期
は

降
一
〇
が
一
一
論
山
ハ
一
一
年
（
曲
康
安
二
）
　
片
N
串
†
済
圃
復
の
た
め
掃
に
、
　
一
工
儒
團
廊
†
毎
年
山
一

五
貫
文
を
与
え
ら
れ
た
海
老
多
源
左
衛
門
季
敏
（
リ
ニ
○
、
康
安
二
年
二
月
十

鷺
護
、
季
喩
託
状
）
、
拝
師
荘
下
硝
で
あ
り
、
穴
三
年
中
貞
治
二
）
に
預
所
と
な

ッ
た
宇
治
左
衛
…
口
眼
尉
親
安
（
ツ
四
七
一
五
一
、
懸
人
鰭
黒
蝿
案
）
、
　
瀞
ご
ら
に
六
六
年

（
貞
治
胤
）
に
は
矢
野
荘
郷
波
佐
方
浦
で
海
老
名
甲
菱
入
道
の
代
富
と
し
て

現
わ
れ
な
が
ら
（
之
…
こ
○
、
貞
治
五
年
＋
二
月
廿
…
日
、
敷
源
俊
串
碁
、
翌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

年
に
は
半
済
後
の
事
関
心
に
当
る
預
所
職
に
補
任
さ
れ
た
源
俊
っ
以
二
九
下
－
三

七
、
貞
治
六
年
六
月
置
三
口
、
源
俊
請
文
等
）
．
い
ず
れ
も
太
良
荘
の
例
で
あ
る

か
、
各
地
の
圏
入
た
ち
が
、
伝
手
を
求
め
て
あ
ち
こ
ち
の
荘
園
を
請
負
っ
た
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こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　
す
で
に
こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
、
代
宮
職
は
一
番
の
利
権
と
化
し
つ
つ

あ
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
利
権
を
あ
さ
る
こ
れ
ら
の
人
々
は
、

少
な
く
と
も
そ
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
さ
き
の
主
客
と
本
質
を
同
じ
く
す
る

と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

　
こ
の
時
期
の
氏
人
の
代
官
が
、
現
地
の
百
姓
等
に
対
し
て
行
っ
た
非
法
は
、

こ
の
側
面
か
ら
考
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
百
姓
の
米
銭
を
借
り
取
り
な
が

ら
返
さ
ず
、
在
家
を
破
壊
し
、
林
を
伐
り
取
り
、
多
く
の
殿
原
を
派
し
て
欝

姓
の
牛
馬
か
ら
「
な
へ
・
か
ま
・
お
け
・
ひ
さ
く
・
き
ぬ
・
う
す
」
ま
で
「
う

ち
や
ふ
」
つ
た
彼
等
の
行
動
（
宮
海
の
非
法
）
は
、
農
民
を
真
に
支
配
し
よ
う

と
す
る
領
主
の
風
貌
よ
り
、
む
し
ろ
徴
税
講
負
人
の
負
欲
さ
を
示
す
も
の
と

み
た
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
彼
等
は
多
く
の
百
姓
を
動
員
し
て
手

作
を
す
る
こ
と
は
お
っ
た
が
、
そ
れ
は
中
世
初
期
の
領
主
の
延
長
線
上
に
考

え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
む
し
ろ
そ
の
恣
意
的
な
貧
欲
さ
が
露
骨
に
現
わ
れ

て
い
る
点
に
こ
そ
、
こ
の
時
期
の
關
題
が
あ
る
（
脇
袋
彦
太
郎
の
瀞
法
等
）
。

　
こ
の
よ
う
な
手
作
・
雰
法
の
夫
役
に
対
し
て
、
百
姓
が
強
く
反
貸
し
て
い

る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
太
良
荘
の
例
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の

要
求
は
ほ
ぼ
例
外
な
し
に
通
り
、
そ
の
よ
う
な
代
富
は
更
迭
さ
れ
て
い
る
点

が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
そ
こ
に
こ
の
隣
期
の
百
姓
の
成
長
を
認
め
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
誤
り
な

い
。
す
で
に
公
事
は
多
く
銭
納
化
さ
れ
（
太
良
荘
・
大
山
荘
・
矢
野
荘
等
）
、
年

貢
も
現
地
で
銭
に
か
え
ら
れ
る
こ
と
が
次
第
に
常
態
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う

な
現
地
の
流
通
機
構
の
発
展
、
集
団
の
利
害
に
反
す
る
行
動
を
し
た
も
の
を

き
び
し
く
排
除
し
、
た
と
え
名
主
職
を
も
っ
て
い
て
も
荘
外
の
も
の
は
そ
の

連
暑
に
舶
え
ぬ
ほ
ど
の
独
自
な
規
制
力
を
も
っ
た
惣
髪
姓
の
秩
序
の
成
長
こ

そ
、
こ
の
よ
う
な
非
法
を
排
除
し
え
た
重
要
な
条
件
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

で
に
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
太
良
荘
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
蒋
狭
隔
太
良

荘
に
お
け
る
惣
百
姓
に
つ
い
て
偏
　
『
史
学
雄
諒
』
六
八
の
一
〇
に
も
多
少
．
ふ
れ
た
）
。

　
し
か
し
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
寺
家
側
も
ま
た
そ
れ
自
身
、
里
宮

の
手
作
等
の
雰
法
を
き
ら
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
点
で
あ
り
、
代
官
の
請
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
そ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
載
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
百
姓
の
代
官
追
放

の
要
求
が
、
多
少
の
紆
余
曲
折
は
あ
れ
、
多
！
・
実
現
を
み
た
理
由
の
一
つ
は

こ
の
諏
か
ら
も
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
か
ら
次
第
に
固
ま
っ
た
姿
を
み
せ
て
く
る

の
ぱ
、
昇
騰
の
機
構
を
破
壊
し
、
農
罵
を
強
鋸
に
支
質
す
る
新
た
な
「
領
主

制
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
旧
い
体
制
を
温
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
つ

一
種
の
代
官
請
負
体
制
で
あ
っ
た
。
南
北
朝
内
翫
は
そ
の
よ
う
な
体
制
を
生

み
出
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
こ
の
内
乱
を
も
っ
て
申
世
乃
釜
封
建

社
会
を
何
ら
か
の
形
で
二
つ
に
分
つ
考
え
方
に
は
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
①
領
家
方
は
一
六
霊
石
九
三
余
の
定
米
・
預
所
別
進
年
並
大
豆
穴
眉
一
斗
・
寒
地
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棄等供繕供轡荘における年賞駅瓶体系の発展と檸滞（綱野）

　
諸
夏
秋
分
九
貫
四
一
六
文
・
助
岡
公
事
六
三
貫
文
・
永
夫
争
奪
一
貫
八
艶
文
で
、

　
少
な
く
と
も
定
米
は
南
北
朝
・
室
町
期
を
通
じ
て
正
長
の
検
注
ま
で
変
化
な
い
。

　
地
頭
方
は
一
一
五
石
「
斗
五
升
余
の
定
米
・
講
料
用
途
十
五
貫
文
・
麦
鵡
地
子
八

　
貫
四
一
四
文
・
秋
地
子
八
貫
四
｝
四
文
・
炭
木
代
七
五
〇
文
・
桑
代
二
胤
○
文
・

　
脱
高
名
粟
代
況
○
○
文
で
あ
り
、
こ
の
場
含
は
爽
治
の
こ
ろ
ま
で
に
定
米
が
六
〇

　
石
四
斗
余
に
な
っ
て
、
そ
れ
が
正
長
ま
で
つ
づ
い
て
い
る
（
衰
｝
二
参
照
）
μ

②
　
＝
二
四
六
年
（
薮
和
二
）
に
、
穎
慶
が
「
本
供
僧
・
学
男
付
那
波
佐
方
・
最
勝

　
光
院
・
宝
荘
厳
院
・
八
幡
宮
領
久
世
方
以
上
六
方
」
の
沙
汰
雑
掌
に
な
っ
て
い
る

　
点
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
（
ル
一
一
八
、
曽
和
二
年
六
穏
十
七
日
、
頼
慶
請
文
）
。

　
学
衆
方
の
引
付
は
そ
の
翌
年
か
ら
は
間
違
い
な
く
現
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
「
六
方
」

　
と
い
わ
れ
て
い
る
が
こ
こ
に
は
五
方
の
み
し
か
な
く
、
太
良
荘
地
頭
方
が
諏
け
て

　
い
る
。
し
か
し
逆
に
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
尚
じ
こ
ろ
に
成
立
し
て
い
た
と
み

　
て
よ
か
ろ
う
。

　
　
ま
た
一
望
七
七
年
（
永
一
三
）
に
本
供
僧
と
な
っ
た
人
が
「
守
暦
応
貞
和
置
文

　
勢
望
治
三
六
両
度
連
署
状
賢
聖
」
と
い
っ
て
い
る
点
が
手
が
か
り
に
な
ろ
う
（
レ

　
一
－
一
二
、
永
和
ゑ
年
四
月
十
一
購
、
論
宗
鱗
刷
文
）
。
　
こ
の
う
ち
貞
和
の
鷺
文
は

　
四
九
年
（
貞
和
五
）
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
貞
治
六
年
目
も
の
を
除

　
い
て
未
だ
見
る
機
会
を
え
て
い
な
い
。

　
　
た
だ
こ
の
「
六
方
」
は
絹
互
に
人
的
な
重
複
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
　
冨
葉

　
通
り
う
け
と
る
こ
と
は
で
き
ぬ
と
思
う
。

③
も
っ
と
も
、
矢
野
荘
の
寺
田
法
念
の
乱
妨
を
防
ぐ
た
め
に
「
金
蓮
院
殿
同
心
殿
」

　
の
よ
う
な
入
が
数
度
の
混
戦
を
し
た
こ
と
は
あ
り
（
よ
一
…
駆
上
、
康
白
粥
年
八

　
月
β
、
是
藤
…
名
主
実
長
申
状
）
、
　
の
ち
に
太
良
荘
の
預
所
賀
茂
定
夏
・
阿
賀
丸
の

　
兄
弟
は
、
と
も
に
現
地
で
命
を
藩
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
こ
で
動
貴
さ
れ
た
武
力

　
は
、
一
種
の
「
傭
兵
」
で
あ
っ
た
点
i
こ
れ
は
逆
に
照
人
の
場
合
も
岡
様
で
あ

　
ろ
う
ー
ー
・
、
こ
の
時
期
の
闇
題
と
し
て
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

④
豊
国
は
「
三
三
酋
年
（
建
武
元
）
に
末
武
名
主
職
に
補
任
さ
れ
た
人
で
あ
る
が
、

　
　
二
六
卑
（
延
元
元
）
に
地
頭
代
と
し
て
現
わ
れ
る
（
白
河
木
街
十
一
、
延
元
元
年

　
四
月
十
四
臼
、
地
頭
代
頼
照
等
階
状
）
。
と
す
る
と
三
四
年
に
百
姓
か
ら
斜
弾
さ

　
れ
た
脇
袋
彦
太
郎
は
こ
の
人
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
も
し
そ
う
と
す
れ
ば
、

　
彦
太
郎
は
百
姓
の
攻
撃
に
も
拘
ら
ず
、
何
ら
か
の
形
で
そ
れ
を
切
り
ぬ
け
た
こ
と

　
に
な
る
が
、
い
ま
は
｝
応
保
留
し
て
お
き
た
い
。

⑤
　
こ
の
人
は
＝
二
鷲
三
年
（
文
和
一
　
）
に
、
若
狭
繍
神
窟
寺
に
、
玉
野
荘
内
清
沢

　
名
を
寄
進
し
、
さ
ら
に
五
七
年
（
正
平
十
二
）
、
「
今
度
於
御
方
拝
領
地
内
田
地
参

　
町
」
の
寄
進
を
約
し
て
電
導
に
祈
願
を
こ
め
た
臼
向
守
儒
戒
と
み
て
誤
り
な
か
ろ

　
う
（
神
秘
弄
文
書
蛇
）
。
　
こ
の
荘
の
百
姓
か
ら
は
「
国
」
の
悪
党
㎏
と
い
わ
れ
て

　
い
る
。

⑥
　
同
一
人
で
あ
る
確
証
は
な
い
が
、
さ
ぎ
の
滋
老
名
季
政
「
の
耀
と
い
い
、
時
期
が

　
ご
蝋
し
て
い
る
点
と
い
い
、
こ
う
考
え
て
誤
り
な
か
ろ
う
。

⑦
　
こ
こ
に
従
来
の
寺
家
と
百
姓
と
の
…
醐
係
が
、
化
只
幣
を
媒
介
と
す
る
計
舞
高
い
も

　
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
　
露
三
六
年
（
延
元
元
）
に

　
は
、
恒
枝
保
の
沙
汰
飛
黒
蜜
の
訴
訟
費
用
の
た
め
に
、
太
良
荘
街
姓
等
か
ら
漁
家

　
が
借
焔
評
す
る
と
い
う
事
態
も
み
ら
れ
る
（
皇
国
　
本
百
、
暦
応
二
年
二
月
R
［
地
頭
代

　
平
鰻
重
臼
安
状
）
。
そ
れ
は
寺
家
測
の
窮
迫
を
示
す
と
と
も
に
、
百
姓
等
の
集
団

　
が
、
そ
の
中
の
富
裕
な
人
々
を
中
心
に
、
㎜
定
の
経
済
力
を
も
っ
て
き
て
い
る
こ

　
と
も
物
語
っ
て
い
る
。

⑧
　
矢
野
荘
で
給
主
代
で
あ
っ
た
祐
尊
が
、
貞
延
・
成
円
両
名
の
名
主
職
に
恩
補
さ

　
れ
た
時
に
「
称
山
主
御
代
官
手
作
名
田
非
分
召
仕
入
夫
」
こ
と
を
し
な
い
と
諮
文

　
に
誉
い
て
い
る
点
、
参
考
と
な
ろ
う
（
よ
一
一
1
一
藩
翰
、
貞
治
六
年
四
月
十
九

　
日
、
祐
導
請
文
）
。

六
　
収
取
の
停
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暦
徳
以
来
の
体
制
整
講
は
、
観
臨
の
擾
乱
と
と
も
に
く
ず
れ
る
が
、
一
三
　
鵬



五
六
年
（
延
文
元
）
の
黒
眼
は
、
そ
の
混
乱
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
寿
家
の

努
力
に
一
つ
の
足
場
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
建
武
の
時

と
同
様
、
供
僧
及
び
供
僧
・
学
衆
に
対
し
て
諸
瀧
を
安
堵
し
た
も
の
で
あ
っ

た
が
（
霞
七
…
一
二
、
延
文
元
年
十
一
月
八
日
、
論
旨
）
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
弓
遡
嶋
∵

　
　
①

大
成
荘
等
で
領
家
職
騒
復
の
訴
訟
が
推
進
さ
れ
て
い
る
点
、
大
ぬ
荘
・
太
良

荘
の
散
用
状
で
残
存
し
て
い
る
も
の
が
、
共
通
し
て
比
較
的
連
続
し
て
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
建
武
以
来
全
く
空
白
で
あ
っ
た
平
野
澱
荘
に
つ
い

て
も
、
こ
の
時
期
以
後
多
少
は
そ
の
あ
と
を
辿
り
う
る
よ
う
に
な
る
点
等
、

い
ず
れ
も
単
に
偶
然
と
は
い
え
ぬ
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
際
、
　
一
三
六
〇
年
（
延
文
五
）
に
書
か
れ
た
前
年
ま
で
四
年
分
の
太

良
荘
領
家
方
の
全
焼
状
に
、
平
均
齎
二
十
二
石
余
の
審
納
が
記
録
さ
れ
て
い

る
点
も
注
目
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
は
一
応
鎌
倉
期
の
水
準
に
達
す
る
額
で
あ

っ
た
（
表
一
｝
参
照
）
。

　
し
か
し
そ
れ
以
上
に
注
意
さ
る
べ
き
は
、
こ
の
前
後
の
時
期
が
、
少
な
く

と
も
太
良
荘
に
お
い
て
は
年
貢
の
銭
納
化
の
点
で
、
一
つ
の
劉
期
を
な
し
て

　
　
　
　
　
　
②

い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
和
市
起
請
文
が
こ
の
荘
で
は
じ
め
て
書
か
れ
た
の
が
ご
二
六
〇
年
（
延
文

鷲
）
、
預
所
請
文
に
「
和
市
等
斑
鳩
公
乎
、
不
可
有
舞
曲
世
事
」
と
い
う
条

項
が
現
わ
れ
る
の
が
六
二
隻
厳
莞
喰
（
・
＋
欝
欝
・
婁
二
業
得

賀
茂
氏
女
・
快
挙
請
文
）
、
「
さ
い
ふ
」
の
初
見
が
恐
ら
く
六
六
年
（
貞
治
五
）

（
は
一
四
　
九
、
九
刃
廿
六
n
月
、
弁
祐
書
状
）
、
と
い
う
｛
連
の
事
実
は
、
年
貢
が

す
べ
て
現
地
で
銭
に
か
え
ら
れ
る
こ
と
が
通
翔
に
な
っ
た
こ
と
を
闘
ら
か
に

承
し
て
い
る
。

　
と
同
時
に
、
山
伏
の
代
官
曾
爾
が
、
恐
ら
く
は
地
頭
代
と
し
て
は
じ
め
て

こ
の
荘
に
姿
を
み
せ
た
の
が
、
ま
た
六
　
｝
年
（
爽
治
元
）
の
こ
と
で
あ
っ
た

（
東
寺
古
文
．
零
聚
三
、
康
安
二
年
七
月
九
獅
、
案
並
大
夫
・
熊
王
丸
注
進
状
〔
一
部
〕
）
。

こ
の
入
は
の
ち
に
禅
朝
と
も
い
わ
れ
て
（
教
護
置
五
五
暑
）
、
応
永
年
間
ま
で

長
く
そ
の
地
位
を
保
持
し
、
そ
の
あ
と
を
う
け
た
朝
賢
も
ま
た
山
伏
で
あ
っ

た
。
前
述
の
覚
秀
に
つ
な
が
る
性
格
の
人
が
、
こ
こ
に
永
続
的
に
代
窟
に
な

っ
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
別
に
ま
た
こ
の
荘
で
長
く
語
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
公
文
の
地
位
が
、

こ
の
こ
ろ
か
ら
安
定
し
、
熊
王
丸
・
取
回
（
恐
ら
く
同
一
人
）
は
応
永
年
間
ま

で
、
や
は
り
変
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と
も
、
見
落
せ
な
い
。

　
現
地
の
流
通
紐
織
の
エ
疋
の
成
熟
、
そ
れ
を
条
件
と
し
た
地
縁
的
な
村
落

の
安
定
、
そ
の
土
に
立
つ
代
官
請
負
制
が
こ
こ
に
明
ら
か
に
軌
道
に
の
り
始

め
た
と
い
え
る
の
で
、
政
治
的
な
支
配
の
分
野
も
ま
た
次
第
に
定
ま
っ
て
く

る
。　

太
良
荘
で
は
一
三
六
六
年
（
貞
治
孤
）
に
、
守
護
一
色
氏
に
よ
る
領
家
・
地

頭
職
の
半
済
、
預
所
職
の
没
収
が
行
わ
れ
、
新
た
に
半
済
給
主
職
が
補
さ
れ

た
。
当
然
お
こ
っ
た
年
貢
の
激
減
に
応
じ
、
東
寺
の
訴
訟
も
ま
た
激
し
か
っ
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た
が
、
そ
の
中
で
六
八
年
（
応
安
元
）
に
出
さ
れ
た
訴
状
に
「
依
今
度
大
法
」
、

一
円
凹
復
を
望
む
と
の
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
応
じ
て
七
〇
年
（
応
玄
二
）

に
雑
掌
を
下
地
に
沙
汰
居
え
る
こ
と
を
命
じ
た
奉
書
（
せ
武
家
御
教
垂
井
達
二

九
一
口
達
）
に
は
「
且
寺
社
領
事
、
被
定
法
」
と
あ
る
点
が
涯
遇
さ
れ
歓
。

そ
れ
が
「
寺
社
本
所
領
事
」
に
つ
い
て
の
周
知
の
幕
麿
法
（
絶
世
法
制
史
料
集

第
二
巻
追
加
法
九
七
）
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
が
、
こ
の
奉
警

は
遵
行
さ
れ
ず
、
こ
の
年
（
七
〇
年
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
優
人
一
揆
と

の
闘
い
に
勝
利
し
て
、
一
色
氏
に
よ
る
半
済
体
制
は
、
圏
定
化
に
向
っ
て
更

　
　
　
　
　
　
　
④

に
一
歩
を
進
め
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
⑤

　
し
か
し
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
応
安
と
い
う
時
期
は
、

た
し
か
に
政
治
的
安
定
に
向
っ
て
、
一
時
期
を
潔
し
て
い
る
。

　
観
応
擾
乱
後
、
小
早
川
一
族
の
乱
妨
に
よ
っ
て
不
知
行
の
状
況
に
あ
っ
た

弓
削
嶋
荘
で
、
久
々
に
領
家
職
が
圓
復
さ
れ
た
の
が
六
八
年
（
応
安
元
）
（
せ

小
駄
家
御
教
凝
ー
ー
み
ハ
が
九
…
－
九
七
、
」
冨
声
女
｛
前
年
閏
六
刃
十
七
日
、
　
細
川
頼
之
髄
官
状
）
、
　
四
照
臨
禄
に

貞
治
初
年
以
来
、
猿
子
美
濃
入
道
の
乱
妨
が
訴
え
ら
れ
て
い
た
大
成
蓑
で
、

領
家
職
が
雑
掌
に
打
渡
さ
れ
た
の
が
同
じ
六
八
年
（
ア
七
｝
1
七
九
、
応
安
尤

年
十
・
二
月
十
一
跨
、
士
口
安
等
凝
渡
試
案
）
、
　
大
あ
田
荘
で
六
四
…
年
（
貞
治
一
二
）
以
意
小
の

半
済
給
人
が
退
け
ら
れ
た
の
は
翌
六
九
年
（
応
安
…
…
）
（
今
八
八
、
応
安
二
年
十

一
月
二
目
、
出
名
道
静
警
下
）
。
す
べ
て
こ
れ
ら
の
動
き
が
さ
き
の
幕
犯
法
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ま
ず
推
測
し
て
誤
り
あ
る
ま
い
。

　
と
す
る
と
、
供
僧
供
料
荘
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
に
一
つ
の
麟
期
を
見
嵩
す

こ
と
が
一
応
可
能
に
な
っ
て
こ
よ
う
．
事
実
弓
削
嶋
で
は
そ
の
後
三
年
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨
、

若
干
の
年
貢
の
送
進
が
み
ら
れ
、
七
三
年
（
応
安
六
）
に
は
大
成
荘
の
所
務

職
半
分
が
執
行
か
ら
正
式
に
供
僧
の
手
に
わ
た
さ
れ
、
い
わ
ば
鎌
倉
末
以
来

の
懸
案
が
達
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
一
陳
、
先
述
の
よ
う
一
7
』
太
良
荘
の
半
済
停
比
は
成
ら
ず
、
弓
懸
嶋

は
七
一
年
（
応
安
四
）
に
窯
十
貫
文
で
小
倉
川
宗
平
に
請
け
ら
れ
（
2
一
六
i

四
五
、
応
安
四
年
七
月
承
九
H
、
小
早
鱗
宗
平
講
文
）
、
大
成
荘
も
ま
た
ま
も
な
く

公
文
大
成
強
太
郎
康
経
が
守
護
よ
り
拝
領
と
称
し
て
代
官
職
を
押
領
、
つ
い

に
両
面
と
も
以
後
知
行
を
園
復
し
え
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。

と
嗣
呼
に
、
大
山
荘
は
こ
の
米
済
停
止
以
後
、
一
門
知
行
を
長
く
維
持
し
え

た
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
い
わ
ば
こ
の
時
…
期
を
経
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
ち
る
べ
き
も
の
は
お

ち
、
確
保
さ
る
べ
き
も
の
は
確
保
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
点
が
注
意
さ

れ
る
の
で
、
さ
き
に
政
治
的
安
定
に
向
っ
て
の
工
期
と
い
っ
た
の
は
こ
の
意

味
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
同
様
の
意
味
で
次
の
劇
期
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
や
は
り
明
徳
の

　
　
　
　
　
⑦

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
室
町
幕
府
の
安
定
と
と
も
に
、
供
僧
の
手
の
及
ぶ
料
荘
の

範
糊
も
ま
た
き
ま
っ
て
き
た
の
で
、
太
良
嚢
領
家
方
半
分
・
…
平
野
殿
荘
・
大

山
荘
・
矢
野
荘
・
灘
水
書
・
上
場
荘
等
が
廿
一
口
供
僧
の
手
に
残
さ
れ
た
の
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③

で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
は
た
し
か
に
｝
つ
の
安
定
で
あ
っ
た
。
半
済
に
よ
り
減
少
し
た
と
は

い
え
、
太
良
荘
の
年
貢
収
入
は
応
永
年
閥
を
通
じ
て
ほ
ぼ
安
定
し
て
い
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

み
て
よ
く
（
表
＝
∴
二
参
照
）
、
矢
野
荘
に
つ
い
て
も
同
様
の
現
象
が
す
で

に
曲
押
鯛
融
さ
れ
て
い
る
（
営
濡
鼠
氏
「
播
購
醐
矢
野
庄
」
八
柴
田
実
氏
『
鐙
園
村
落
の

構
造
』
所
収
第
五
章
参
照
）
。
し
か
し
一
面
、
こ
の
状
況
に
寺
家
側
が
決
し
て
満

足
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
不
知
行
に
な
っ
た
諸
荘
を
回
復
せ
ん
と
す
る
訴

訟
が
、
機
を
と
ら
え
て
こ
の
期
間
中
し
ば
し
ば
繰
返
さ
れ
て
い
る
点
に
注
艮

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
安
定
が
本
質
的
な
そ
れ
で
な
か
っ
た
こ
と
は
こ

の
面
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、
供
僧
の
料
干
支
灘
の
推
移
か
ら
い
え
ば
、
む
し

ろ
「
停
滞
」
と
い
っ
た
方
が
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
は
こ
の
安
定
の
基
盤
で
あ
る
代
官
請
負
体
制
そ
の
も
の
の
あ
り
方
に

か
か
わ
る
隠
題
で
あ
る
。
と
厚
歯
に
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
誉
護
領
国
制
」

の
性
格
を
も
規
定
し
て
い
る
・
漣
〕
考
え
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
本
当
に
考
え
る
機
会
は
後
日
に
ゆ
ず
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
が
、
当
面
太
良
荘
の
事
実
を
念
頭
に
お
い
て
試
み
に
の
べ
て
み
れ
ば
次
の

よ
う
に
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
体
認
は
、
一
方
に
多
螢
の
年
貢
米
を
現
地
で
恒
常
的
に
貨
幣
化
し
う

る
だ
け
の
市
場
、
ま
た
そ
の
貨
幣
を
窃
由
に
「
さ
い
ふ
」
に
か
え
う
る
ほ
ど

の
流
通
機
構
を
前
提
と
し
て
い
る
。
こ
の
流
通
の
結
節
点
に
は
、
こ
う
し
た

機
構
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
を
専
門
の
業
と
す
る
人
々
の
集
紐
す
る
螂
市
が
成

立
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
都
葡
に
「
繊
入
仕
候
ハ
て
ハ
」
一
日
も
門
か
な

わ
濾
」
と
い
う
か
か
わ
り
を
も
つ
農
村
が
他
方
に
生
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ

れ
は
、
貨
幣
に
か
え
ら
れ
た
年
貢
を
一
種
の
「
代
償
」
と
し
て
支
払
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
一
定
限
度
の
自
立
性
と
「
肖
由
」
を
な
お
傑
持
し
え
て
い
る
地

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

縁
約
な
村
落
で
あ
っ
た
。

　
寺
家
と
の
一
定
の
契
約
の
下
に
こ
れ
に
の
ぞ
む
代
官
は
、
支
払
う
べ
き
代

償
を
で
き
る
だ
け
安
価
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
惣
百
姓
に
と
っ
て
も
不
可

欠
な
存
在
で
あ
っ
た
。
守
護
よ
り
の
臨
時
公
事
を
囲
避
し
、
寺
家
に
損
亡
・

河
成
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
力
董
の
あ
る
人
が
望
ま
れ
、
手
作
を
多

く
し
、
内
部
の
秩
序
に
干
渉
す
る
よ
う
な
入
、
逆
に
現
地
に
下
向
し
て
こ
な

い
代
官
は
、
彼
等
に
よ
っ
て
頑
と
し
て
忌
避
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
代
官
に
、
し
ば
し
ば
山
伏
が
え
ら
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
、
い

ろ
い
ろ
蕪
探
で
皆
さ
れ
な
く
て
は
＾
蟻
ら
な
い
％
い
ず
れ
に
せ
よ
そ
れ

は
、
こ
の
仕
事
が
そ
れ
晦
体
「
致
嘉
」
へ
の
～
っ
の
道
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
和
宙
の
「
不
正
砿
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
手
段
が
、
流
通
過

程
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ひ
ら
け
て
い
た
の
で
、
た
と
え
そ
の
地
位
に

守
護
代
鷹
野
が
な
ろ
う
と
、
そ
の
被
宮
が
な
ろ
う
と
、
ま
た
寺
僧
が
な
ろ
う

と
、
当
而
す
る
質
的
に
は
変
り
な
か
っ
た
。

　
　
「
守
護
領
国
制
」
は
逆
に
・
こ
の
よ
う
な
人
々
を
被
官
と
し
、
徳
銭
を
課
す
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こ
と
に
よ
っ
て
安
定
し
た
と
い
っ
て
よ
い
一
面
を
も
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、

そ
こ
に
農
村
を
真
に
支
配
し
よ
う
と
す
る
も
の
の
き
び
し
さ
も
、
真
剣
さ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

生
れ
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
り
Y
ま
た
旧
来
の
国
衙
・
荘
園
の
機
構
と
体

僻
を
真
に
こ
え
る
新
た
な
も
の
が
、
そ
こ
に
生
れ
て
こ
よ
う
は
ず
も
な
か
っ

　
⑭
た
。

　
岡
時
に
、
さ
き
の
都
欝
は
こ
の
よ
う
な
支
配
の
申
心
と
し
て
成
立
し
え
て

い
る
一
捕
も
も
っ
て
い
た
と
懇
わ
れ
る
の
で
、
さ
き
に
こ
の
時
代
を
公
家
・

武
家
的
な
も
の
に
、
商
工
・
高
利
貸
的
な
要
素
を
加
え
た
都
市
に
よ
る
町
村

の
支
濁
と
い
う
．
戴
か
ら
特
徴
づ
け
た
の
は
（
前
掲
『
歴
史
学
研
究
』
一
天
一
号
拙

稿
）
、
　
こ
の
よ
う
な
点
を
念
頭
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
な
り
に

独
自
な
樵
界
を
も
ち
つ
つ
も
、
農
村
の
羅
は
な
お
た
え
ず
都
帯
に
向
け
ら
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
そ
れ
自
身
都
市
と
鰐
円
し
う
る
だ
け

の
組
織
も
体
制
も
、
そ
こ
に
は
ま
だ
生
れ
て
い
た
と
は
い
え
ぬ
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
代
を
直
ち
に
「
完
全
に
発
達
し
た
」
封
建
制
と
規
定
す
る
こ
と
に
対

す
る
疑
聞
は
、
こ
の
点
か
ら
で
て
く
る
（
工
藤
敬
一
氏
「
鎌
倉
時
代
の
領
主
側
」

『
縫
本
史
研
究
』
蕊
鷲
冒
写
に
そ
の
指
摘
が
あ
る
）
。

　
そ
し
て
新
た
な
時
代
は
こ
の
よ
う
な
二
士
に
対
す
る
、
農
村
の
反
撃
と
と

も
に
本
当
に
ひ
ら
か
れ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
と
と
も
に
供
僧

の
料
荘
支
配
も
、
否
応
な
し
に
動
き
、
崩
壊
へ
の
道
を
歩
ま
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
の
で
あ
．
ろ
う
。

　
か
な
り
多
額
の
年
貢
増
加
を
も
た
ら
し
た
一
四
二
八
年
（
正
長
元
）
の
太

　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

良
荘
に
お
け
る
検
注
は
（
表
　
一
・
ご
蓼
照
）
、
こ
う
し
た
事
態
に
対
す
る

一
つ
の
対
応
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
。
そ
し
て
永
享
・
嘉
青
の

乱
を
境
に
料
荘
は
激
動
の
波
に
投
げ
こ
ま
れ
て
ゆ
く
が
、
す
で
に
大
き
く
変

っ
て
き
た
來
寺
金
体
の
機
構
の
推
移
を
ふ
く
め
、
室
町
期
の
問
題
に
つ
い
て

は
今
後
の
課
題
と
し
て
な
お
勉
強
を
畿
け
て
ゆ
く
つ
も
り
で
い
る
。
御
批
判

・
御
教
示
を
心
か
ら
お
願
い
し
た
く
思
う
。

①
樗
酬
嶋
で
は
康
永
以
後
、
小
桑
川
一
族
の
乱
妨
が
あ
り
、
＝
二
閥
九
年
（
壁
書

　
烈
）
に
一
旦
嗣
復
さ
れ
た
が
、
観
応
擾
乱
で
蔦
び
押
領
さ
れ
て
い
た
。
大
成
荘
で

　
は
む
し
ろ
曙
色
に
鰐
す
る
子
役
の
塀
怠
の
追
究
が
こ
の
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
り
、
五

　
九
年
（
延
文
四
）
に
執
行
栄
済
か
ら
領
家
半
分
所
務
職
を
避
り
与
え
ら
れ
た
後
、

　
傾
家
職
回
焔
仮
の
訴
訟
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

②
　
矢
野
荘
で
、
斗
代
を
上
蜘
⊥
F
之
定
め
、
雑
公
事
を
止
め
て
銭
卜
…
化
の
方
向
が
現

　
わ
れ
た
の
は
恐
ら
く
＝
二
三
六
隼
・
（
建
武
三
）
以
来
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
点

　
を
ふ
く
め
て
年
貢
銭
納
化
の
要
求
が
百
姓
か
ら
で
た
の
が
五
三
年
（
文
瀦
二
）
で
、

　
ほ
ぼ
こ
の
こ
ろ
以
後
銭
納
化
の
方
向
が
定
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

③
和
南
に
つ
い
て
の
条
壌
が
請
文
に
で
て
く
る
の
は
、
矢
野
荘
で
も
薫
七
年
（
延

　
文
二
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
点
も
参
照
さ
れ
よ
う
。

　
　
な
お
六
〇
年
（
延
文
鷲
）
に
太
良
荘
で
和
毒
起
請
文
を
書
い
た
の
は
｝
，
倉
定
蒲

　
向
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
「
綱
丁
」
を
さ
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ

　
で
注
霞
す
る
必
要
の
あ
る
め
は
綱
丁
の
果
し
た
役
割
で
、
こ
の
こ
ろ
先
述
し
た
覚

　
秀
が
自
ら
請
人
と
な
っ
て
こ
の
職
の
繍
任
に
か
か
わ
っ
て
い
る
事
実
か
ら
（
ツ
四

　
七
一
瀧
一
、
康
安
元
』
ヰ
七
月
廿
八
藻
、
法
眼
三
三
譲
…
文
）
、
　
こ
の
職
が
　
定
の
利

　
益
を
約
束
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
年
貢
の
貨
幣
化
・
そ
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の
運
送
等
の
実
．
務
に
携
わ
る
専
門
業
蒋
の
成
立
を
こ
こ
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ

　
う
に
思
わ
れ
る
が
、
と
す
る
と
鎌
倉
中
期
、
定
宴
と
静
俊
の
間
に
立
っ
て
、
そ
の
・

　
仲
違
い
の
も
と
を
つ
く
っ
た
と
い
わ
れ
る
墨
取
十
郎
成
近
も
、
単
・
に
定
偏
狂
の
「
年

　
来
の
下
人
」
と
い
う
点
か
ら
の
み
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
こ
よ
う
。

④
　
領
家
方
の
各
賞
収
取
の
方
式
で
、
塞
準
の
所
当
量
か
ら
毎
年
ひ
か
れ
る
除
分
の

　
う
ち
、
大
、
般
潔
寄
進
・
井
料
・
本
河
成
の
敬
が
圃
写
し
た
の
が
七
一
年
（
応
安
四
）

　
以
来
の
こ
と
で
あ
る
点
、
ま
た
守
護
関
係
の
費
用
は
、
　
一
壷
こ
れ
を
除
い
た
あ
と

　
に
あ
ら
た
め
て
引
く
形
の
で
て
き
た
の
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
こ
と
等
、
収
取

　
の
方
式
が
固
定
化
に
向
っ
て
進
ん
で
い
る
こ
と
が
参
照
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

⑤
林
麗
幽
霊
郎
氏
は
、
細
川
頼
之
の
執
事
の
時
代
－
そ
れ
は
太
…
単
記
の
腐
心
が

　
筆
を
お
い
た
時
期
に
顯
る
一
に
注
爵
さ
れ
、
そ
こ
に
爾
北
朝
期
の
中
で
電
器
な

　
鶴
期
を
見
出
し
て
お
ら
れ
る
（
『
南
北
朝
』
創
元
歴
史
選
欝
）
。

⑥
芯
安
元
一
1
二
十
貫
文
、
応
安
二
一
二
十
七
貫
文
、
応
安
三
一
二
十
七
貫
文
、

　
応
安
四
－
十
貫
文
の
送
文
が
見
撮
さ
れ
る
（
よ
七
－
十
）
。

⑦
　
蒋
狭
麟
で
今
富
名
が
明
徳
の
乱
の
結
果
出
漁
氏
の
手
か
ら
一
色
氏
の
手
に
移

　
り
、
　
一
色
氏
の
支
配
が
さ
ら
に
閲
集
っ
て
い
る
こ
と
、
　
一
三
九
〇
年
（
明
昂
偲
…
澱
）
・

　
か
ら
太
良
荘
領
家
方
に
お
け
る
年
賞
処
理
の
方
式
も
、
除
分
が
項
目
・
額
と
も
に

　
完
全
に
圃
定
し
た
結
果
定
米
も
完
全
に
圃
定
化
す
る
点
が
参
考
に
な
ろ
う
。
ま
た

　
矢
野
荘
に
お
け
る
九
三
年
（
明
徳
四
）
の
代
官
明
済
に
紺
す
る
書
志
の
強
訴
逃
散

　
を
は
じ
め
、
供
僧
方
で
は
な
い
が
新
見
荘
の
場
合
（
杉
出
博
氏
覗
庄
園
解
体
過
程

　
の
研
究
』
一
五
二
頁
）
等
も
考
え
に
入
れ
て
よ
か
ろ
う
。

③
，
た
だ
太
良
荘
領
家
方
半
分
・
平
野
殿
荘
・
大
巾
肖
荘
は
、
本
供
僧
の
料
荘
と
し
て

　
鴉
に
柵
…
わ
れ
た
よ
う
で
、
廿
一
口
方
引
付
に
は
ほ
と
ん
ど
現
わ
れ
な
い
。

⑨
年
貢
処
理
の
翻
定
化
は
さ
ら
に
進
み
、
　
閥
〇
二
年
（
応
永
九
）
か
ら
守
護
方

　
細
々
潮
足
の
額
遠
き
ま
り
、
三
斗
五
升
の
早
米
を
現
物
で
滞
納
す
る
こ
と
も
慣
例

　
に
な
っ
て
い
る
。
傾
家
方
で
は
九
年
か
ら
二
六
年
ま
で
の
安
定
し
た
年
貢
収
入
が

　
確
認
で
き
る
。
な
お
一
三
年
（
感
永
二
〇
）
か
ら
は
、
年
賞
米
は
す
べ
て
銭
に
換

　
算
さ
れ
、
銭
成
分
と
合
せ
た
額
か
ら
綴
下
行
が
引
か
れ
る
形
が
で
て
き
て
い
る
こ

　
と
も
注
意
し
て
よ
か
ろ
う
。

⑩
新
見
荘
で
も
一
四
〇
八
年
（
応
永
十
五
）
以
降
、
安
富
宝
斌
が
代
宮
に
な
っ
て

　
以
後
、
年
納
額
が
安
定
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
杉
山
氏
前
掲
書
）
。

、
卿
　
狂
…
藩
の
世
界
は
こ
の
よ
う
な
農
村
を
背
景
に
成
立
す
る
。
し
か
し
こ
の
盤
村
が

　
一
方
に
外
に
紺
す
る
封
鎖
性
と
同
購
に
、
有
力
な
善
姓
を
「
小
百
姓
」
門
も
う
と
し

　
等
と
区
別
す
る
よ
う
な
階
層
性
を
内
に
育
て
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
な
く
て
は

　
な
ら
ぬ
。
同
様
の
意
味
で
時
の
支
配
者
の
も
つ
弱
み
を
微
庶
的
に
利
用
す
る
よ
う

　
な
彼
等
の
三
太
さ
の
反
面
に
、
肖
ら
を
隷
属
し
た
も
の
と
し
て
な
ん
ら
聡
ず
る
こ

　
と
の
な
い
よ
う
な
臆
颪
の
な
さ
の
あ
っ
た
こ
と
も
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
そ
の
意
味
で
最
近
、
横
井
清
氏
が
近
世
以
後
の
差
鋼
意
識
の
民
衆
へ
の
漫
透
の
時

　
期
を
、
郷
村
鋼
の
展
開
期
に
求
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
ボ
唆
的
で
あ

　
る
（
「
謡
本
・
中
世
に
お
け
る
卑
縷
観
の
展
關
…
と
そ
の
条
俘
」
糧
部
落
問
題
研
究
』
第

　
一
二
韓
）
。

⑫
　
斬
見
荘
に
も
一
四
〇
｛
年
（
応
永
八
）
か
ら
一
年
余
の
短
期
闘
で
あ
っ
た
が
由

　
伏
岩
奈
須
宣
深
が
代
窟
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
人
が
富
裕
で
あ
っ
た
こ
と

　
は
、
太
良
荘
［
の
朝
霜
が
守
護
か
ら
五
ナ
貫
も
の
徳
銭
を
罵
声
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

　
ら
、
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
猛
欝
に
登
場
す
る
雪
嶺
の
役
割
、
．
そ
の
貧
欲
さ
と
…
面
の
泥
臭
さ
に
評
す
る
か

　
ら
か
い
等
に
つ
い
て
も
、
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

　
ろ
う
か
。

”
⑬
　
こ
の
ヒ
時
代
に
画
幌
鯉
日
が
聞
兄
出
せ
ず
、
ま
た
貨
町
制
の
織
凹
造
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
い

　
う
周
知
の
現
象
は
、
こ
の
患
時
の
支
配
畜
の
生
産
と
流
通
に
寄
す
る
対
し
方
か
ら

　
も
考
え
て
ゆ
く
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑭
　
こ
う
し
た
新
た
な
体
鋼
と
し
て
国
…
揆
を
考
え
よ
う
と
す
る
見
方
が
あ
る
（
佐

　
藤
和
彦
氏
「
鎌
倉
末
・
南
北
朝
期
に
お
け
る
領
主
制
展
開
の
要
田
」
　
『
歴
史
学
研

　
究
駈
二
七
九
号
）
。
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東寺供繕洪料荻における年貢収取体系の発展と陣滞（網野

　
し
か
し
戦
謂
期
に
近
づ
け
ば
と
も
か
く
、
南
北
朝
期
の
畷
一
揆
に
は
、
直
ち
に

「
群
小
領
主
の
地
域
的
連
合
体
扁
と
い
え
ぬ
も
の
が
あ
る
。
観
応
擾
乱
の
中
で
姿
を

現
わ
す
若
狭
顧
の
国
　
揆
は
、
　
皿
三
五
一
年
（
観
塔
二
）
に
薩
義
方
に
立
っ
て
守

護
代
を
追
娼
し
、
五
三
年
（
文
和
二
）
に
も
宮
方
か
ら
守
護
に
補
任
さ
れ
た
轟
名

時
氏
の
代
官
が
構
え
た
城
を
落
し
て
い
る
が
、
七
一
年
（
応
安
四
）
、
　
守
護
τ
雛

壇
と
そ
れ
に
味
方
し
た
姻
人
と
闘
っ
て
敗
れ
た
の
を
最
後
に
姿
を
消
し
－
戦
醒

期
に
ま
た
現
わ
れ
る
一
て
い
る
。
溺
の
機
会
に
下
松
浦
｝
揆
に
つ
い
て
多
少
の

べ
た
が
（
『
歴
史
学
研
究
』
二
五
四
号
）
、
軍
寧
的
な
共
同
行
動
・
慰
賞
の
要
求
・

そ
の
配
分
ま
で
行
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
真
に
生
産
す
る
入
髪
を
支
配
す
る
た
め

の
永
続
性
を
も
っ
た
親
織
と
い
い
き
れ
ぬ
点
に
、
こ
の
隣
期
の
一
撲
・
党
の
問
題

が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
そ
れ
は
前
述
の
爾
入
の
も
つ
一
葡
と
通
ず
る
も
の
が

　
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
は
さ
ら
に
考
え
て
み
た
く
思
う
。

⑮
　
定
米
の
増
加
よ
り
も
、
む
し
ろ
銭
成
分
の
増
加
が
著
し
く
、
文
安
年
間
に
は
領

　
家
・
地
頭
購
い
ず
れ
も
非
常
な
増
加
を
み
て
い
る
。

（
附
記
）
　
本
稿
は
一
九
月
下
三
年
鷲
　
門
鑑
卜
』
成
傭
輌
し
た
が
、
　
白
河
太
・
惚
面
胃
一
A
口
士
n
轟
又
喰
バ

等
か
ら
多
少
瓢
た
な
史
料
を
得
て
、
全
面
的
に
書
き
改
め
た
。
国
会
下
屋
館
に
て

岡
文
需
を
閲
覧
し
た
際
、
二
野
瓶
徳
夫
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
点
を
記
し
、
謝
意

を
証
し
た
い
。
ま
た
、
本
稿
は
昭
和
三
十
八
年
度
、
文
部
省
科
学
研
究
費
（
奨
励

研
究
）
に
よ
る
「
來
寺
領
荘
園
の
研
究
」
の
研
究
報
告
の
｝
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
六
一
二
・
十
・
皿
瓢
十
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
棄
京
・
近
心
高
校
教
．
諭
）
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Atlas），　all　atlas　in　which五〇砺ナ碧・一hsien羅洪先under　the　M呈ng　Dy玉1asty

divided，　enlarged　and　revised　the　original　map．　An　attempt，　there－

foye，　was　made　by　the　author　of　this　paper　to　recoAstruct　Chu　SSu，一

Pe，n’s　map　on　the　basis　of　this　atlas　ancl　the　resultant　findings　are

here　reported．

　　1）　The　scale　of　the　grid　o’f　this　map　was　100　li　ge　to　the　division．

So　far　as　the　copy　ef　Chu　Sstt－Pen’s　map　to　which　Lo　Hunghsien

referred　was　concemed，　its　reduced　scale，　therefore，　was　S　fen分to

loo　li　or　1：2，2so，ooo．

　　2）　The　map　mainly　represented　China　proper，　including　the　western

half　of　Korea　on　the　east，　the　western　boundary　of　Yun．nan　雲南

province　on　the　west，　the　northern　half　of　An－nam安南and　the　Island

of　Hai4nai・z海1釘oll　the　soutli，　and　the　northern　part　（stretching　ouも

warcl　about　600　li　according　to　the　theB　standard　ineasure）　of　Khara－

lehorzem和寧oll　the　north．　Viewed　from　the　grid　of　1001i　to　the

division，　there　were　91－92　divisions　from　east　to　west　and　89－90　divis－

ions　from　south　to　north．

　　3）　The　iinap　was　uRder　no　infiuenee　of　lslainic　cartography　in

point　of　i£s　figure　and　map－making　metliod　but　based　upon　the　tradi－

tional　principles　of　Chinese　cartography，　with　the　characters　of　his－

torical　maps　fully　realizecl．

　　4）　By　Chu　Ssu－Pen’s　map，　the　riverheacl　and　upper　reaches　of　the

飾α㎎正fo（Yellow　River）discovered　as　a　result　of　Tu　Shih’s都i笑

expeditien　in　A．　D．　1280　was　represented　on　the　general　map　of　China

for£he　fi1“st　tlme．　The　Chu　Ss％一ρ2π’s　Ho－yilan・chi（河歯序，　Record　of

tlie　Source　of　the　Yellow　River），　was．a　laborious　work　written　by　him

with　this　in　view

Development　and　Stagnation　of　Rent－Collecting　System　in

　　　　　　　　I〈us∂一Kury∂一shb供僧供料荘of　Tb］’i東寺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　qy

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yoshihiko　Amino

　The　rent－collecting　system　in　Kus6－Ryb－sh6供1曽料荘of　7珈曜東寺，

rehabilitated　since　the　Enn6延応era，　was　established　in　tlゴe　I〈enq．h6

建；長；era．　Control　of　Sh6荘by　Kus6信≒｛蘭　developed　by　the　uBrest　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（478）



the　syStem　sooll　after　the　Kenchδ’era，　increasing　in　i£s　kinds　and

demeSne，　especially圭n　Bunei文永一K6an弘安，　E∫癬z永仁一ShSan正安，

餅z∂z侃z丑三矛ll一」BunPo文保，　and　Sh6chz2正中一KemmZt建武．

　　On　the　other　hand，　its　process，　owing　to　the　payment　ill　cash　of

public　rent　and　circulation　of　coills　iR　the　Kassδeconomy，　was　also

that　of　the　change　in　the　human　relation　on　the　former　system　to

the　pu「s・it　of　p・・fits窃ro・gh　c・ins・C・llecti…f・ents　mo・e・nd

more　depended　on　the　contract　Pl　Dα伽％代官，　and　Kashiage借上・

Yamabushi山伏and　resident飾勧伽国人joined　through　the　process

i賊othe　system．　After　the　Kaven6観応Rebellion，　since　the　Bunwa

文和一Enbma延文，as　a　certain　maturity　grew量n　the　country，　this　was

more　and　more　systematized，　until　it　was　stabilized　in　the　Muromachi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
室町era　through　the　epoch　of　Oan応安一Meitofeu明徳；whlch　was　a

kind　of　stagnation　judging　from　the　Kusδeconomy。．　This　article，

from　this　point　of　view，　presents　some　doubt　to　the　theory‘‘revellion－

revolution　of　Nanbobu確1北　dynasties”，　or　the　view　that　laooks　on

Sん㎎o－Ry6kollu守護領国system　as　a　provinciaほeudalism．

Errata

　Vol．　XLVII，．No．2，　Formation　of（）gytt　So〆ai’s荻生口叩Learning　and　the

　Chinese　Thought　（Klmanafea）

　“1（θ纏一Zuihitsu”薩國随筆→“Kenen－Zttihitsu　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（477）


